
インストール後の設定

• Packaged CCE 2000エージェント展開（1ページ）
• Packaged CCE 4000エージェント展開（65ページ）
• Packaged CCE 12000エージェント展開（115ページ）
• Packaged CCE Lab Only展開（121ページ）

Packaged CCE 2000エージェント展開
Packaged CCE 2000エージェント展開のコンポーネントを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

タスク手順

CCEコンポーネントの設定（2ページ）1

Cisco Unified Customer Voice Portalの設定（25
ページ）

2

外部メディアサーバの場合、メディアサーバ

の設定

3

Cisco Unified Communications Managerの設定
（25ページ）

4

Cisco Unified Intelligence Centerの設定（35
ページ）

5

Cisco Finesseの設定（40ページ）6

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting
Serverの設定（44ページ）（任意）

7

VVBの設定（48ページ）（任意）8

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定
（49ページ）

9
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タスク手順

IPv6を設定する（56ページ）10

エンタープライズチャットおよび電子メール

（ECE）の設定（オプション）

電子メールおよびチャット

11

CCEコンポーネントの設定
以下の手順を実行して、コアの CCEコンポーネントを設定します。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

組織ユニットの設定（3ページ）2

PackagedCCE2000エージェント展開タイプの
初期化（5ページ）

3

メディアルーティングペリフェラルゲート

ウェイへの PIMの追加（任意）
4

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）5

CA証明書の詳細については、以下を参照して
ください。 AWマシンに CA署名付き証明書
を生成してインポートする

6

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 AWマシンで自己署名
証明書を生成してインポートする

7

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定

以下の手順を、ロガー、Rogger、および AWマシンで実行する必要があります。

手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server 2014 Management Studioを開きます。

ステップ 2 ログインします。

ステップ 3 [セキュリティ（Security）]と [ログイン（Logins）]を順に展開します。

ステップ 4 BUILTIN \ Administratorグループが表示されていない場合:
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a) [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
b) [検索（Search）]をクリックし、[場所（Locations）]を選択して、ドメインツリー内の

BUILTINの場所を見つけます。
c) Administratorsと入力し、[名前の確認（CheckName）]をクリックし、[OK]をクリックし
ます。

d) [BUILTIN\Administrators]をダブルクリックします。
e) [サーバロール（Server Roles）]を選択します。
f) publicおよび sysadminの両方のチェックがオンになっていることを確認します。

組織ユニットの設定

ドメインの追加

ドメインマネージャツールを使用してドメインを追加します。AWサーバ上で以下の手順を
1回のみ実行します。

手順

ステップ 1 ドメイン管理者権限を持つユーザとしてログインします。

ステップ 2 デスクトップのUnifiedCCEツールのショートカットを使用して、ドメインマネージャツール
を開きます。

ステップ 3 ドメインの下の選択するをクリックします。

ステップ 4 ドメインの選択ダイアログボックスを使用して、ドメインを追加することができます。また、
対象ドメインが自動的に検出できない場合は、ドメインを手動で追加することもできます。

[ドメインの選択]ダイアログボックスのコントロールを使用してドメインを追加する手順：

a) [ドメインの選択]の下にある左側のペインで、1つまたは複数のドメインを選択します。
b) 追加をクリックして選択したドメインを追加するか、すべて選択をクリックしてすべて
のドメインを追加します。

ドメインの手動追加手順：

a) [ドメイン名を入力してください]の下のフィールドに、追加するドメイン名を完全修飾名
で入力します。

b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [OK]をクリックします。

組織ユニットの追加

ドメインマネージャツールを使用して、ドメインの Ciscoルート組織単位（OU）を作成し、
施設とインスタンスの OUを作成します。
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システムソフトウェアは、常にCisco_ICMという名前のルートOUを使用します。Cisco_ICM
OUは、Unified ICMセントラルコントローラがインストールされたドメイン内のいかなるレ
ベルにも配置することができます。システムソフトウェアコンポーネントは、この名前を検

索することで、ルート OUを特定します。

Cisco Root OUを作成したユーザは、自動的に Ciscoルート OUの設定セキュリティグループ
のメンバーとなります。実際には、このユーザにはドメイン内のすべての Unified CCEタスク
に対する権限が与えられます。

手順

ステップ 1 ドメイン管理者権限を使用してログインして、デスクトップの Unified CCEツールのショート
カットでドメインマネージャツールを開きます。

ステップ 2 ドメインを選択します。

ステップ 3 この OUが最初のインスタンスである場合は、以下の手順を実行して、Cisco_ICMルートを追
加します。

a) [Ciscoルート]の下の、追加するをクリックします。
b) Ciscoルート OUを作成する OUを選択し、OKをクリックします。

[ドメインマネージャ]ダイアログボックスに戻ると、Ciscoルート OUがドメインルート
または選択した OUに表示されます。これでファシリティを追加できます。

ステップ 4 ファシリティ OUの追加手順：

a) ファシリティ OUを作成する Cisco Root OUを選択します。
b) 右側のペインで、[ファシリティ]の下の追加をクリックします。
c) ファシリティ名を入力して、OKをクリックします。

ステップ 5 インスタンス OUの追加手順：

a) インスタンス OUを作成するファシリティ OUに移動し、選択します。
b) 右側のペインで、[インスタンス]の下の追加をクリックします。
c) インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 6 [閉じる（Close）]をクリックします。

セキュリティグループへのユーザの追加

セキュリティグループにドメインユーザを追加するには、以下の手順を実行します。次に、

このセキュリティグループによって制御される機能に対して、ユーザ特権が与えられます。

手順

ステップ 1 ドメインマネージャツールを開き、ユーザを追加するセキュリティグループを選択します。

ステップ 2 [セキュリティグループ]で、メンバーをクリックします。
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ステップ 3 [ユーザ]の下の追加をクリックします。

ステップ 4 追加するユーザのドメインを選択します。

ステップ 5 （オプション）オプションのフィルタフィールドで、名前またはユーザのログオン名でさらに
フィルタを選択し、検索条件を適用して検索する値を入力します。

ステップ 6 [検索（Search）]をクリックします。

ステップ 7 検索結果でセキュリティグループに追加するメンバーを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Packaged CCE 2000エージェント展開タイプの初期化

Unified CCE Administrationを使用して Packaged CCE導入を初期化します。

Unified CCE Administrationへの初回ログイン時に、導入のコンポーネントの情報とクレデン
シャルを入力する必要があります。Packaged CCEはこの情報を使用して、コンポーネントを
設定し、システムインベントリを構築します。

既存の環境を新しいリリースにアップグレードする場合、Packaged CCEで入力が必要になる
のは、不明な情報およびクレデンシャルのみです。この場合、必ずしもすべての手順を実行す

る必要はありません。

システムでは IPアドレスの変更はサポートされていません。IPアドレスの変更が予想される
場合は、ホスト名を使用します。これはすべての ホスト名および IPアドレスフィールドに適
用されます。

（注）

手順

ステップ 1 ActiveDirectoryのユーザ名（user@domain）とパスワードを使用してUnifiedCCEAdministration
にログインします（https://<IP アドレス>/cceadmin、<IPアドレス>はサイドAのUnified
CCE AW-HDS-DDSのアドレス）。
[導入を設定する（Configure your deployment）]ポップアップウィンドウが自動的に開きます。

ステップ 2 展開タイプページで、展開タイプおよびインスタンスをそれぞれのドロップダウンリストで
選択します。このとき、ユーザは、選択するインスタンスのセットアップセキュリティグルー

プのメンバーである必要があります。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 VMホストページで、サイド Aおよびサイド Bの IPアドレス、ユーザ名、およびパスワード
を入力します。

VMwareホストは、ESXiがインストールされた 2台の UCSサーバを指します。[ユーザ名
（username）]と [パスワード（password）]フィールドは、ESXiに設定されたホストのログイ
ン名とパスワードです。

ステップ 4 ハードウェアレイアウトタイプにM3あるいはM4検証済リファレンス設定またはM5検証
済みリファレンス設定 /仕様に基づく設定を選択し、次へをクリックします。

インストール後の設定
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Packaged CCEが導入した VMを検証します。

•テスト済M3またはM4参照設定を選択すると、システムはハードウェアがサポートされ
ているかどうかを確認し、そのVMが参照設計に従って構成されているかどうかを検証し
ます。検証が正常に実行されると、クレデンシャルページが開きます。

•検証済のM5リファレンス設定 /仕様に戻づく設定を選択すると、システムが VMwareホ
ストのハードウェア仕様を検証し、VMが参照設計に従って構成されているかどうかを確
認します。検証が正常に終了したら、次へをクリックしてクレデンシャル(ページを開き
ます。ハードウェア仕様については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
uc_system/virtualization/pcce_virt_index.htmlのCisco PackagedCCEの仮想化を参照してくだ
さい。

• Cisco VMで使用されるデータストアは、他のサードパーティ VMで共有ま
たは使用しないでください。

• Packaged CCEコアコンポーネントには、以下が含まれます。

• Unified CCE Rogger

• Unified CCE AWまたは HDSまたは DDS

• Unified CCE PG

• Unified CVP Server

• Unified Intelligence Centerパブリッシャ（ライブデータおよび IdSと共
存）

• Finesse

VMアノテーションは、Packaged CCEコアコンポーネントの VMの識別に
使用されます。コアコンポーネント VMのデフォルトのアノテーションは
いずれも変更しないでください。以下の用語は、コアコンポーネントのアノ

テーション専用となっています。Finesse、CUIC、および CVP。上記の専用
語は、コアコンポーネント VM以外のアノテーションに使用しないでくだ
さい。

•コアコンポーネントは、オンボックスで、その他のすべてのコンポーネント
を外部マシンとして追加する必要があります。詳細については、外部マシン

の追加を参照してください。

（注）

•検証が失敗した場合は、ホストの更新をクリックして、VMホストページに移動して値
を編集します。既存値で検証を実行するには、再試行をクリックします。

ステップ 5 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、導入の各コンポーネントの情報を入力します。コ
ンポーネントの情報を入力したら、[次へ（Next）]をクリックします。

入力したクレデンシャルが検証されると、次のコンポーネントの情報を入力するためのフィー

ルドが表示されます。
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必要な情報コンポーネント

次のいずれかを行います。

•オンボックスUnified CommunicationsManager導入のUnified CM
パブリッシャ。

•外部Unified CommunicationsManager導入のUnified CMパブリッ
シャ名と IPアドレス。

（注） • UnifiedCMクラスタは 1つのみが、PackagedCCE
展開の単一のサイトに統合することができます。

• M3あるいはM4の検証済のリファレンス設定
は、UnifiedCM12.5をオフボックスでインストー
ルする必要があります。

AXLユーザ名およびパスワード。

Unified CM

Unified CVPサーバ (サイド A) Windows資格情報。

Unified CVPサーバ（サイド B）Windowsクレデンシャル。

Unified CVP

Unified CCE診断フレームワークサービスのドメイン、ユーザ名、
およびパスワード。

これらのクレデンシャルは、インスタンスのセキュリティ設定グ

ループのメンバーであり、導入内のすべての Unified CCEコンポー
ネント（ Unified CCE Rogger、PGおよび AW-HDS-DDS）上で有効
な、ドメインユーザ用であることが必要です。

Unified CCE
AW-HDS-DDS

Unified Intelligence Center Administrationアプリケーションのユーザ
名とパスワード。

Identity Service Administrationのユーザ名およびパスワード。

Unified Intelligence Center

Finesse Administrationのユーザ名およびパスワード。Finesse

このタブは、Unified CVPレポートサーバがM3または
M4の検証済レファレンス設定でオンボックスの場合にの
み利用可能となります。

（注）

Unified CVPレポートサーバのWindowsクレデンシャル。

CVPレポート

ステップ 6 設定ページで、以下を選択します。

• [Mobile Agentコーデック（Mobile Agent Codec）]ドロップダウンメニューから、Mobile
Agentコールに使用するコーデックを選択します。選択するコーデックは、音声ゲートウェ
イで指定されたコーデックと一致する必要があります。

インストール後の設定
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•外部 Unified Communications Managerがある場合は、[サイド A接続（Side A Connection）]
および [サイド B接続（Side B Connection）]ドロップダウンメニューから、の Unified
CCE PGが接続する Unified CMサブスクライバを選択します。

• PackagedCCEサーバと同じドメインに既存のActiveDirectoryユーザのユーザ名とパスワー
ドを入力します。このアカウントはサービスグループに追加されます。

[次へ（Next）]をクリックします。

導入が初期化されます。[詳細（Details）]ダイアログボックスに自動初期化タスクのステータ
スが表示されます。

詳細については、コンポーネントの自動初期化タスク（8ページ）を参照してください。

ステップ 7 自動初期化タスクが完了したら、[完了（Done）]をクリックします。

自動初期化タスクのいずれかが失敗した場合は、エラーを修正して [再試行（Retry）]をクリッ
クします。

再試行が成功した場合は、自動初期化が続行されます。

一部のタスクが失敗した場合は、完了済みのすべてのタスクを再試行以前の状態に戻してから

再試行する必要があります。このとき、システムを正常な状態に戻す必要があることを通知す

るメッセージが表示されます。

[OK]をクリックし、システムを正常な状態に戻してから [やり直す（Start Over）]をクリック
します。

初期化が完了したら、[完了（Done）]をクリックします。[システムインベントリ（System
Inventory）]が開き、一部のマシンに関するアラートが表示されます。これらのアラートは、
Unified Communications Managerを設定するとクリアされます。

（注）

次のタスク

の展開を設定後、システムレベルの設定を指定します。例えば、Unified Communications
Manager、Unified CVP、および発信コールのラベルを入力できます。その他を参照してくださ
い。

コンポーネントの自動初期化タスク

Packaged CCEは初期化中に次のタスクを実行します。

インストール後の設定
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自動初期化タスクコンポーネント

（Component）

•ロガーを作成します。

•必要な基本設定を使用してロガーデータベースを作成します。

•ルータを作成します。

Unified CCE Rogger

• Unified Communications Managerから JTAPIをダウンロードし、
Unified CCE PGにインストールします。

• CUCM PIMを使用して CUCMペリフェラルゲートウェイ（PG）
を作成します。

•メディアルーティング PG（MR PG）を作成します。

• 2つの VRU PIMを使用して、VRU PGを作成します。

• CTIサーバを作成します。

Unified CCE PG

• AW-HDS-DDSを作成します。

• AWと履歴データベースを作成します。

• Unified Intelligence Centerデータソースに使用される Cisco Unified
Intelligence Center SQLユーザアカウントを作成します。

• Cisco Finesseデータソースに使用される Cisco Finesse SQLユーザ
アカウントを作成します。

Unified CCE
AW-HDS-DDS

• Unified CCE PGの設定に使用されるアプリケーションユーザを作
成します。

Unified
Communications
Manager

• Unified CVP Callサーバを設定します。

• Unified CVP VXMLサーバを設定します。

• Unified CVP Mediaサーバを設定します。

Unified CustomerVoice
Portal

• Unified CVPレポートサーバを初期化します。Unified CVP Reporting
Server

•履歴およびリアルタイムデータソースを更新します。

• AWデータベース同期の無効化

Unified Intelligence
Center

インストール後の設定
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自動初期化タスクコンポーネント

（Component）

• CTIサーバ設定を設定します。

• AWデータベースへの接続を設定します。

• Finesse管理の理由ガジェットを無効にします。

Cisco Finesse

Packaged CCE 2000エージェント展開のシステムインベントリ

システムインベントリには、IPv4アドレスのみが表示されます。（注）

システムインベントリには、仮想マシンホスト（ESXiサーバ）、サイド Aの仮想マシン
（VM）、サイド Bの VM、外部マシン、ゲートウェイ、および Cisco Virtualized Voice Browser
（VVB）を含む、環境内のマシンが視覚的に表示されます。Packaged CCE導入への変更が完
了すると、システムインベントリにアクセスできます。

システムインベントリにアクセスするには、Unified CCE管理 >システム >展開に移動しま
す。

導入タイプを選択または変更したとき、および定期的なシステムスキャンの後で、システム

インベントリの内容が更新されます。システムスキャンで Packaged CCEの要件に準拠しない
VMが検出されると、[導入の設定（Configure your deployment）]ポップアップウィンドウが自
動的に開き、エラーの詳細が示されます。エラーを修正し、[導入の設定（Configure your
deployment）]ポップアップウィンドウにすべての情報を入力すると、システムインベントリ
に再度アクセスできます。

PackagedCCEの要件の詳細については、サーバステータスポップアップウィンドウ、Packaged
CCE 2000エージェント展開のサーバステータスルールの監視（19ページ）を参照してくだ
さい。

表 1 :システムインベントリのレイアウトとアクション

アクション注記項目

[検証（Validate）]をクリックします。システムスキャンが検証

ルールのエラーまたは警告

を検出した場合は、エラー

を修正し、検証をクリッ

クして即時スキャンを実行

し、問題が修正されたこと

を確認します。

検証

（Validate）
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アクション注記項目

このパネルは、サイド A
のすべての VMを示しま
す。

サイド A
（Side A）
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アクション注記項目

システムインベントリには、以下のVMの読み取
り専用情報が表示されます。

• Unified CCE Rogger

• Unified CCE PG

• Unified CMサブスクライバ 1

以下の VMは編集可能です。VMの [鉛筆
（pencil）]アイコンをクリックして、次のフィー
ルドを編集します。

PackagedCCEコンポーネントのパスワー
ドを変更した場合は、システムインベ

（注）

ントリ内の対応するVMのパスワードを
更新する必要があります。

• [Unified CCE AW-HDS-DDS]：診断フレーム
ワークサービスのドメイン、ユーザ名、およ

びパスワード。

• [Unified CMパブリッシャ（Unified CM
Publisher]：AXLユーザ名およびパスワード。
これらはUnifiedCMパブリッシャに接続する
ためのクレデンシャルです。

• [CUIC-LD-IdSパブリッシャ（CUIC-LD-IdS
Publisher）]：Unified Intelligence Center
Administrationのユーザ名とパスワード。
Identity Service Administrationのユーザ名とパ
スワードです。

• Unified CVPサーバ：Unified CVPサーバ
Windowsクレデンシャル。

• Finesseプライマリ：Cisco Finesse管理のユー
ザ名およびパスワード。

VMの [矢印（arrow）]アイコンをクリックして、
次の VMの管理ツールを起動できます。

• CUIC-LD-IdSパブリッシャ

• Unified CMパブリッシャ

さまざまなコンポーネント設定の完全同期または

差分同期を実行することができます。データ同期

をサポートするマシンの詳細については、デバイ

インストール後の設定
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アクション注記項目

ス同期喪失アラートを参照してください。
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アクション注記項目

このパネルは、サイド B
のすべての VMを示しま
す。

サイド B
（Side B）

インストール後の設定
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アクション注記項目

システムインベントリには、以下のVMの読み取
り専用情報が表示されます。

• Unified CCE Rogger

• Unified CCE PG

• Unified CCE AW-HDS-DDS

• Unified CMサブスクライバ 2

• CUIC-LD-IdSサブスクライバ

• Finesseセカンダリ

• ECEデータサーバ

以下の VMは編集可能です。VMの [鉛筆
（pencil）]アイコンをクリックして、次のフィー
ルドを編集します。

PackagedCCEコンポーネントのパスワー
ドを変更した場合は、システムインベ

（注）

ントリ内の対応するVMのパスワードを
更新する必要があります。

• Unified CVP：Unified CVPサーバWindowsク
レデンシャル。

• Unified CVPレポート：Cisco Unified CVPレ
ポートサーバWindowsクレデンシャル。

CVPレポートサーバ VMを再イメージまたは再
インストールした場合は、CVPレポートサーバを
初期化する必要があります。

CVPレポートサーバのを初期化するには、初期
化アイコンをクリックして、はいをクリックして

確定します。

初期化によって、既存のコールサーバ

の関連付けおよび設定は削除されます。

（注）

コールサーバをCVPレポートサーバに
再度関連づけるには、概要 > インフラ
ストラクチャ設定>デバイス設定>デバ
イス設定に移動します。

を再設定するには、概要>機能>に移動
します。
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アクション注記項目

さまざまなコンポーネントの設定の完全同期また

は差分同期を実行することができます。データ同

期をサポートするマシンの詳細については、デバ

イス同期喪失アラートを参照してください。
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アクション注記項目

このセクションでは、展開

環境のすべての外部マシン

が表示され、以下のいずれ

かを含む可能性がありま

す。

• HDS

• Unified CMパブリッ
シャ

• Unified CMサブスク
ライバ

• SocialMiner

• ECEデータサーバ

• ECE Webサーバ

•サードパーティマル
チチャネル

• Unified CVPレポー
ティング

• MediaSense

• Unified SIP Proxy

• Virtualized Voice
Browser

•ゲートウェイ

Unified CMサブ
スクライバのマ

シンは、コンタ

クトセンター専

用です。外部

Unified CMパブ
リッシャを設定

すると、Unified
CMサブスクラ
イバはシステム

インベントリに

自動的に追加さ

れます。

（注）

外部マシン

（External
Machines）

インストール後の設定
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アクション注記項目

外部 HDSと外部 Unified CMサブスクライバが自
動検出されます。これらを追加または削除する必

要はありません。

外部マシンの追加または更新については、外部マ

シンの追加と保守を参照してください。

さまざまなコンポーネントの設定の完全同期また

は差分同期を実行することができます。データ同

期をサポートするマシンの詳細については、デバ

イス同期喪失アラートを参照してください。

PackagedCCEコンポーネントのパスワー
ドを変更した場合は、システムインベ

（注）

ントリ内の対応するVMのパスワードを
更新する必要があります。

UnifiedCMパブリッシャを編集する場合
は、パブリッシャに関連付けられた

（注）

UnifiedCMサブスクライバが自動的に更
新されます。システムインベントリか

ら Unified CMサブスクライバを編集す
ることはできません。

シングルサインオンを有効にするために、外部

HDSとデフォルトのCisco Identity Service（IdS）
を関連付けるには、以下の手順を実行します。

1. 外部HDSの [鉛筆（pencil）]アイコンをクリッ
クします。

2. [デフォルト Identity Service（Default Identity
Service）]の横にある [検索（Search）]アイコ
ンをクリックします。

3. [検索（Search）]フィールドに Cisco IdSのマ
シン名を入力するか、リストからCisco IdSを
選択します。

4. [保存（Save）]をクリックします。

マシンボックスの [矢印（arrow）]アイコンをク
リックして、次の外部マシンの管理ツールを開く

ことができます。

• Unified CMパブリッシャ

• SocialMiner

インストール後の設定
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アクション注記項目

MediaSense•

Packaged CCE 2000エージェント展開のサーバステータスルールの監視

Packaged CCE 2000エージェントの展開では、検証ルールを使用するマシンについて、システ
ムインベントリが上記ルールのアラートの合計数を表示します。アラートカウントをクリッ

クして、[サーバステータス（Server Status）]ポップアップウィンドウを開きます。そのマシ
ンのすべてのルールが一覧表示され、警告とエラーがあることを示します。ルールはカテゴリ

別にグループ化されています。

ルールの例説明サーバス

テータスのカ

テゴリ

Unified CCE Rogger：パフォーマン
スを確保するには、トレースレベル

を標準に設定する必要があります。

Unified CVP：Communications
Managerアドレスを含む CVPの SIP
サーバグループの名前は、

Communications Managerクラスタの
完全修飾ドメイン名と一致する必要

があります。

コンポーネントのインストールと設定に

関するルール。

これらのルールは、コンポーネント間の

設定の不一致、不明なサービス、不正に

設定されたサービスについて問題を識別

します。

設定

（Configuration）

UnifiedCCERogger：中央コントロー
ラエージェントプロセス

（ccagent.exe）が両方のPGで稼働し
ていなければなりません。

コンポーネントの実行時ステータスの

ルール。

これらのルールは、到達できない、動作

していない、予期した状態にないプロセ

スとサービスを識別します。

操作

（Operations）

インストール後の設定
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ルールの例説明サーバス

テータスのカ

テゴリ

すべて：ESXiが報告したメモリ使用
率：17 %

M5検証済 VMホストのリファレン
ス設定または仕様を基にした設定の

場合：

•最大 CPU予約：65%

•最大 CPUオーバーサブスクリ
プション：200%

•最大メモリ予約：80%

•データストア毎の最大ストレー
ジ使用率：80%

直前 10分間について ESXiにより報告さ
れた、コンポーネントの仮想マシン

（VM）の CPU、メモリ、ディスク使用
率を監視するメトリック。メモリおよび

CPU使用率は、VM自体によって報告さ
れたシステムツールからのものと多少異

なる場合があります。VMホストの場
合、これらのメトリックには、データス

トアのパフォーマンス情報が含まれま

す。

M5検証済リファレンス構成または仕様
を基にした構成のVMホストの場合、こ
れらのメトリックには、CPU予約、CPU
オーバーサブスクリプション、メモリ予

約、データストア使用率といった情報が

含まれます。

システムの状

態（System
Health）

すべて：VMwareツールが最新のも
のである必要があります

コンポーネントの VMの要件。VM

サイド A Unified CCE
AW-HDS-DDS：エージェントデス
ク設定：Ring No Answer時間を設定
してはなりません。

Unified CCE AW-HDS-DDSサイド
A：アプリケーションゲートウェイ

サイド A Unified CCE
AW-HDS-DDS：アプリケーション
インスタンス：アプリケーションイ

ンスタンスを 1つだけ定義し、アプ
リケーションタイプを <その他
（Other）>に設定する必要がありま
す。

Unified CCEデータベースおよび設定内
容に関するルール。

これらのルールは、展開されたオブジェ

クトの設定が Packaged Contact Center
Enterpriseの要件と制限に一致しているか
を識別します。

システム検証カテゴリは、サイ

ド Aの Unified CCE
AW-HDS-DDSのみで利用でき
ます。

（注）

システム検証

（System
Validation）

VM検証（VM Validation）

Packaged CCEの検証: 2000エージェント導入タイプの検証では、ハードウェアのコンプライア
ンスおよびシスコ提供の OVAファイルとの一致を確認するために以下のチェックを実行しま
す。

•ホストの場合：

インストール後の設定
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• BIOS

• CPUコアの最小数

•最小メモリ

•データストアサイズ

• VMの場合：

•仮想 CPUコア数

•設定済みネットワーク数

•仮想ネットワークカードドライバ（Unified CMを除く）

• VMの電源が入っていること

• CPUの予約

•正確なメモリ

•正確なディスクサイズ

•正確なディスク数

• VMWareツール

Cisco Unified Contact Center Enterprise PGの設定

以下の表は、Packaged CCE 2000 Agentを展開するためのメディアルーティング周辺機器ゲー
トウェイ用の設定タスクの概要を示しています。

設定作業

メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIMの追加（任意）

Cisco SNMPの設定

Cisco SNMPを設定するには、以下の手順を実行します。

• Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（22ページ）

• Cisco SNMPエージェント管理スナップインビューの保存（22ページ）

• SNMP V1 and V2cのコミュニティ名の設定 （22ページ）

• SNMP V3用の SNMPユーザ名の設定 （23ページ）

• SNMPトラップの宛先の設定 （24ページ）

• SNMP Syslogの宛先の設定 （24ページ）
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Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加

Cisco SNMPエージェント管理の設定は、Windows管理コンソールのスナップインを使用して
設定することができます。

スナップインを追加して、CiscoSNMP管理の設定を変更するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート]メニューで、mmc.exe/32と入力します。

ステップ 2 コンソールから、ファイル >スナップインの追加または削除を選択します。

ステップ 3 [スナップインの追加または削除]ダイアログボックスで、利用可能なスナップイン一覧から
Cisco SNMPエージェント管理を選択します。[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 選択されたスナップインのパネルで、 Cisco SNMPエージェント管理をダブルクリックしま
す。

ステップ 5 Cisco SNMPエージェント管理拡張機能のダイアログボックスで、常に使用可能なすべての拡
張機能を有効にするを選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 6 [スナップインの追加および削除]ウィンドウで、OKをクリックします。これで、Cisco SNMP
Agent Managementスナップインがコンソールに読み込まれました。

Cisco SNMPエージェント管理スナップインビューの保存

[Cisco SNMPエージェント管理] MMCスナップインをロードした後、コンソールビューを
「.MSC」の拡張子が付いたファイルに保存することができます。[管理ツール]からこのファ
イルを直接起動することができます。

CiscoSNMPエージェント管理スナップインビューを保存するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ファイル >保存を選択します。

ステップ 2 [ファイル名]フィールドに、 Cisco SNMPエージェント管理と入力します。

ステップ 3 [名前を付けて保存]の [ファイルの種類]フィールドで、Microsoft管理コンソールファイル（*
.msc）等の管理ツールにマップするファイル名を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

SNMP V1 and V2cのコミュニティ名の設定

SNMP v1あるいは v2cを使用する場合は、ネットワーク管理システム（NMS）がサーバから
提供されるデータにアクセスできるように、コミュニティ名を設定する必要があります。SNMP
コミュニティ名を使用して、SNMP情報のデータ交換を認証します。NMSは、同じコミュニ
ティ名を使用するサーバに対してのみ SNMP情報をやり取りすることができます。
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SNMP v1および v2cのコミュニティ名を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（22ページ）およびCisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（22ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。

手順

ステップ 1 スタート >すべてのプログラム >管理ツール > Cisco SNMPエージェント管理を選択します。

ステップ 2 Cisco SNMPエージェント管理を右クリックして、管理者として実行するを選択します。

ステップ 3 [Cisco SNMPエージェント管理]画面に、トラップおよびシステムログに SNMPを必要とする
設定の一部が表示されます。

ステップ 4 コミュニティ名（SNMP v1または v2c）を右クリックして、プロパティを選択します。

ステップ 5 [コミュニティ名（SNMP v1または v2c）のプロパティ]ダイアログボックスで、新規コミュニ
ティの追加をクリックします。

ステップ 6 [コミュニティ名]フィールドに、コミュニティ名を入力します。

ステップ 7 [ホストのアドレス一覧]フィールドに、ホストの IPアドレスを入力します。

ステップ 8 適用するをクリックして、OKをクリックします。

SNMP V3用の SNMPユーザ名の設定

SNMP v3を使用する場合は、NMSがサーバから提供されるデータにアクセスできるように、
ユーザ名を設定する必要があります。

SNMPのユーザ名を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順 Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（22ページ）および Cisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（22ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。

手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 >ユーザ名（SNMP v3） >プロパティを
選択します。

ステップ 2 [新規ユーザを追加（Add New User）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ名（User Name）]フィールドに、ユーザ名を入力します。

ステップ 4 [保存（save）]をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスの上部にある [設定済ユーザ]ペインにユーザ名が表示されます。
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ステップ 6 適用するをクリックして、OKをクリックします。

SNMPトラップの宛先の設定

SNMP v1、SNMP v2c、および SNMP v3の SNMPトラップの宛先を設定することができます。
トラップは、SNMPエージェントが特定のイベントを NMSに伝達するために使用する通知で
す。

トラップの宛先を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

手順 Cisco SNMPエージェント管理スナップインの追加（22ページ）および Cisco SNMPエー
ジェント管理スナップインビューの保存（22ページ）を使用して、CiscoSNMPが追加され、
保存されたことを確認します。

手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 >トラップの宛先 >プロパティを選択し
ます。

ステップ 2 トラップエンティティの追加をクリックします。

ステップ 3 NMSが使用する SNMPのバージョンをクリックします。

ステップ 4 [トラップエンティティ名]フィールドに、トラップエンティティの名前を入力します。

ステップ 5 このトラップと関連付けるユーザ名またはコミュニティ名を選択します。この一覧には、設定
された既存のユーザまたはコミュニティ名が自動的に提示されます。

ステップ 6 IPアドレス入力フィールドに、1つあるいは複数の IPアドレスを入力します。挿入をクリッ
クして、トラップの宛先を定義します。

ステップ 7 適用するをクリックして、保存をクリックして、新しいトラップの宛先を保存します。

ダイアログボックス上部の [トラップエンティティ]セクションに、トラップエンティティ名
が表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

SNMP Syslogの宛先の設定

Cisco SNMPエージェント管理スナップインで、SNMPの Syslogの宛先を設定することができ
ます。

Syslogの宛先を設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 コンソールルートで、Cisco SNMPエージェント管理 > Syslogの宛先 >プロパティを選択しま
す。

ステップ 2 リストボックスでインスタンスを選択します。

ステップ 3 フィードを有効にするをオンにします。

ステップ 4 [コレクタアドレス]フィールドにコレクタの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 OKをクリックして、ロガーを再起動します。

Cisco Unified Customer Voice Portalの設定
Packaged 2000エージェント展開のための Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）の設定タ
スクの概要を以下の表に示します。

CVP設定は、サイトによって異なります。サイト毎にサイド Aおよびサイド Bの設定が同じ
である必要があります。

（注）

設定作業

CA証明書の詳細については、以下を参照してください。 Unified CVPセキュリティ

自己署名付き証明書の詳細については、以下を参照してください。 Cisco Unified CVPサーバ
にプリンシパル AW証明書を追加します。

デフォルト設定を変更するには、以下を参照してください。コールサーバサービスの設定

メディアサーバの設定

SNMPの設定（87ページ）

ライセンス管理（90ページ）

Cisco Unified Communications Managerの設定
以下の表は、PackagedCCE2000エージェント導入のためのCiscoUnifiedCommunicationsManager
の設定タスクをまとめたものです。

設定作業

CAおよび自己署名付き証明書の詳細については、以下を参照してください。 CUCM上の通
信のセキュリティ保護
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設定作業

完全修飾ドメイン名の設定（26ページ）

Cisco Unified Communications Managerグループの設定（26ページ）

会議ブリッジの設定（27ページ）

メディアターミネーションポイントの設定（28ページ）

Unified CMと IOSゲートウェイでのトランスコーダの設定（28ページ）

メディアリソースグループの設定（29ページ）

メディアリソースグループリストの設定および関連付け（30ページ）

CTIルートポイントの設定（30ページ）

ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレスゲートウェイの設定

（31ページ）

ルートグループの設定（31ページ）

Unified CMでの SIPプロファイルの追加（33ページ）

トランクの設定（33ページ）

サービスのアクティブ化（34ページ）

完全修飾ドメイン名の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerを開き、ログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]に移動しま
す。

ステップ 3 [クラスタ全体のドメイン設定パラメータ（ClusterwideDomainConfiguration）]> [クラスタの
完全修飾ドメイン名（Cluster Fully Qualified Domain Name）]にクラスタの完全修飾ドメイン
名を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerグループの設定

Cisco Unified CommunicationsManagerをUnified CommunicationsManagerグループに追加するに
は、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [Cisco Unified CMAdministrator]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [システム（System）] > [CiscoUnified CMグループ（CiscoUnified CMGroup）]を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。[デフォルト（Default）]をクリックします。

ステップ 4 2つのサブスクライバを [使用可能（Available）]パネルから [選択済み（Selected）]パネルに
移動します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 7 デバイスリセットウィンドウでリセットをクリックします。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。

会議ブリッジの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッジ（Conference bridge）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [Cisco IOS会議ブリッジ（Cisco IOS Conference Bridge）]の [会議ブリッジタイプ（Conference
Bridge Type）]を選択します。

ステップ 4 [会議ブリッジ名（Conference Bridge name）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致する
会議ブリッジ名の固有識別子を入力します。

例では、[gw70conf]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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メディアターミネーションポイントの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアターミネーションポイント（Media
Termination Point）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [メディアターミネーションポイント名（Media Termination Point Name）]フィールドに、ゲー
トウェイ上の設定と一致するメディアターミネーションの固有識別子を入力します。

例では、[gw70mtp]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

Unified CMと IOSゲートウェイでのトランスコーダの設定

トランスコーダは、ストリームを G.711コーデックから G.729コーデックに変換するマルチ
コーデックシナリオで必要です。

Unified Communications Managerとゲートウェイでのトランスコーダ設定の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
の『SystemConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunicationsManager』の「Configure Transcoders
and Media Termination Points」の項を参照してください。

トランスコーダの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationで、[メディアリソース（Media Resource）] > [ト
ランスコーダ（Transcoder）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
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ステップ 3 [トランスコーダタイプ（Transcoder Type）]の場合、[Cisco IOS拡張メディアターミネーショ
ンポイント（Cisco IOS Enhanced Media Termination Point）]を選択します。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致するトランスコー
ダ名の固有識別子を入力します。

以下の例では、これは gw70xcodeとなっています。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 デバイスプールフィールドで、適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

イングレスゲートウェイでの CPUコールサーバダイヤルピアの設定

イングレスゲートウェイから Unified CVPへのアウトバウンドダイヤルピアの設定では、
Unified CVPの IPv4アドレスをセッションターゲットとして使用します。

メディアリソースグループの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource
Group）]を選択します。

ステップ 2 会議ブリッジ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、導入内にある入力/VXMLの組み合わせのゲートウェ
イごとに設定された Cisco IOS会議ブリッジリソースをすべて選択し、それらをグループ
に追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 メディアターミネーションポイント用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのハードウェアメディアターミ
ネーションポイントを選択し、それらをグループに追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 トランスコーダ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
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b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのトランスコーダを選択し、それ
らをグループに追加します。

d) [保存（save）]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

メディアリソースグループリストの設定および関連付け

手順

ステップ 1 [メディアリソース（MediaResources）]> [メディアリソースグループリスト（MediaResource
Group List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックし、名前を入力します。

ステップ 3 メディアリソースグループリストを追加し、すべてのメディアリソースグループを関連付け
ます。[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。[検索（Find）]をク
リックします。適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストか
ら、ステップ 2で追加したメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。[リセット（Reset）]をクリックします。

CTIルートポイントの設定

エージェントが転送と会議に使用するコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）
ルートポイントを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 デバイス名（例：PCCEInternalDNs）を設定します。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]で [デフォルト（Default）]を選択します。

ステップ 5 リストからメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 回線 [1]をクリックして、このルートポイントに関連付けられる電話番号を設定します。
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この電話番号は、内部ルーティングされるコール用に Packaged CCEで設定された任意の内部
ダイヤル番号と一致するようにパターンで指定します。（例えば、転送用や会議用）。

目的のすべての内部ダイヤル番号と一致するほど柔軟で、ダイヤルプランの他の部分

に対して定義した他のルートパターン向けのコールが誤って代行受信されることがな

いほどに十分限定されたパターンを定義します。内部コールには一意のプレフィック

スを使用します。例えば、内部ダイヤル番号 1230000と 1231111がある場合、CTI
ルートポイントに入力する適切な回線番号は 123XXXXになります。

重要

ステップ 8 [ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択し
ます。

ステップ 9 Packaged CCEの自動初期化中に作成された pguserを選択します。

ステップ 10 [使用可能なデバイス（AvailableDevices）]リストから [CTIルートポイント（CTIRoute Point）]
を選択し、[制御するデバイス（Controlled Devices）]のリストに追加します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレスゲートウェイの

設定

ロケーションベースのコールアドミッション制御（CAC）は、Unified CCE支社コールフロー
モデル（別名、集中型モデル）で使用されます。これは、すべてのサーバ（Unified CVP、
Unified CCE、Unified Communications Manager、および SIPプロキシサーバ）が 1つまたは 2
つのデータセンターおよびそれぞれの支社に集中化されることを意味します。

コールの発信元ロケーションとしてUnified CVPではなくイングレスゲートウェイを使用する
ように Unified Communications Managerを設定します。この設定により、CACが発信側エンド
ポイントと電話機の場所に基づいて適切に調整されます。

Unified CommunicationsManagerのゲートウェイデバイスとしてUnified CVPを定義しないでく
ださい。

重要

手順

Cisco Unified CM Administrationで、イングレスゲートウェイをゲートウェイデバイスとして
定義します。デバイスに正しい場所を割り当てます。

ルートグループの設定

ルートグループを作成するには、以下の手順を実行します。

インストール後の設定

31

インストール後の設定

ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレスゲートウェイの設定



手順

ステップ 1 Unified Communications Managerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント
（Route Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートグループ名を入力します。例えば、CVP Route Group。

ステップ 4 [ルートグループに追加（Add to Route Group）]ボタンを使用して、選択されたデバイスとし
てすべての CVPトランクを追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートリストの設定

ルートグループにルートリストを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント
（Route Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートリスト名を入力します（例：CVP Route List）。

ステップ 4 [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]を選択します。

ステップ 5 作成したルートグループを追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ルートパターンの設定

ルートリストにルートパターンを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント
（Route Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートパターンとして「8881111000XXXX」を入力します。

ステップ 4 作成したルートリストを選択します。

ステップ 5 すべてのパネルのすべてのデフォルトをそのまま使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 7 強制承認コードに関するメッセージで、OKをクリックします。強制承認コードは必要ありま
せん。

Unified CMでの SIPプロファイルの追加

このオプションにより、デュアルスタック SIPトランクが IPv4と IPv6の両方のメディアを提
供できるようになります。この手順は、IPv6対応導入でのみ実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、SIPプロファイルの名前を入力します。

ステップ 3 SIPプロファイルで [ANATの有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 変更を保存します。

トランクの設定

2台の Unified CVPサーバがあり、各サーバを Unified Communications Managerの SIPトランク
に関連付ける必要があります。以下の手順では、それぞれが異なる Unified CVPサーバを対象
としている SIPトランクを設定する方法を示します。

実際のサイトトポロジでは、代替SIPトランクプランの使用が必要になる可能性があります。
設定された SIPトランクによって両方の Unified CVPサーバが対象となっている限りサポート
されます。

手順

ステップ 1 Unified Cisco CMの管理で、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、[SIPトランク（SIP Trunk）]を
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションで次の内容を入力します。

a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、SIPトランクの名前を入力します（例えば、
sipTrunkCVPA）。

b) [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンリストで、顧客が定義したデバイスプー
ルを選択します。

c) リストからメディアリソースグループリストを選択します。
d) [メディアターミネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）]チェック
ボックスがオフになっていることを確認します。
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ステップ 5 [SIP情報（SIP Information）]セクションにスクロールします。

a) [接続先（Destination）]テーブルの [行 1（Row 1）]に、CVPサーバの IPアドレスを入力
します。5060のデフォルトの宛先ポートを受け入れます。

b) [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリ
ストで、[非セキュア SIPトランクプロファイル（Non Secure SIP Trunk Profile）]を選択し
ます。

c) [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで、[標準 SIPプロファイル
（Standard SIP Profile）]を選択します。

d) DTMFシグナリングメソッドドロップダウンリストで、 RFC 2833を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 8 導入内の残りのすべての Unified CVPサーバに対して繰り返します。

Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでUnifiedCommunicationsManagerパブリッシャを起動します（http://<CUCMパブリッ
シャの IPアドレス>）。

ステップ 2 [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、[サーバタイプ（Server Type）]の [CUCM音
声/ビデオ（CUCM Voice/Video）]を選択します。[次へ]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、サブスクライバの IPアドレスを入力しま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

サービスのアクティブ化

サービスをアクティブ化するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://<CUCM パブリッシャの IP アドレス>/ccmadminでCiscoUnifiedCMAdministration
を開きます。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [Cisco Unified Serviceability]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。
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ステップ 4 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスをアクティブ化するサーバを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 パブリッシャの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Tftp

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco AXL Web Service

• Cisco Serviceability Reporter

• Cisco CTL Provider

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

ステップ 6 サブスクライバの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco AXL Web Service

• Cisco CTL Provider

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

Cisco Unified Intelligence Centerの設定
この順序に従って、Packaged CCE 2000エージェント展開のための Cisco Unified Intelligence
Centerを設定します。
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タスク手順

セキュリティ証明書の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-intelligence-center/
products-user-guide-list.htmlの Cisco Unified
Intelligence Centerユーザガイドを参照してく
ださい。

1

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 AWマシンに IdS証明
書を追加します

2

Unified Intelligence Center外部HDSデータソー
スの設定（36ページ）

3

レポートバンドルのダウンロード（37ペー
ジ）

4

レポートバンドルのインポート（38ページ）5

Unified Intelligence Center Administrationの設定
（39ページ）

6

Unified Intelligence Center外部 HDSデータソースの設定

この手順は、外部 HDSが導入に含まれており、より長い保持期間が必要な場合にのみ実行し
ます。

始める前に

データソースを設定する前に、外部HDSデータベースのUnified Intelligence Center SQLユーザ
を設定します（4000エージェントおよび 12000エージェントに適用)。詳細については、以下
で、『Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストールおよびアップグレードガイド』の
「外部 HDSの Unified Intelligence Center SQLユーザアカウントの設定」セクションを参照し
てください https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html

手順

ステップ 1 Cisco Intelligence Center管理者アカウント（https://<ホスト名 /CUICパブリッシャの IPアドレ
ス>:8444/cuicui）で Unified Intelligence Centerにログインします。

ステップ 2 設定 >データソースを選択します。

ステップ 3 左側のパネルで [データソース（Data Sources）]をクリックします。

ステップ 4 UCCE履歴データソースを選択します。[編集（Edit）]をクリックします。

a) データソースのホストフィールドで、外部 HDSサーバの IPアドレスを入力します。
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b) [ポート（Port）]フィールドに、1433と入力します。
c) データベース名フィールドに、{instance}_hdsと入力します。

d) [インスタンス（Instance）]フィールドはブランクのままにします。
e) タイムゾーンを選択します。

f) データベースユーザ IDに、Cisco Unified Intelligence Center SQLサーバのユーザアカウ
ントに設定したユーザ名を入力します。

g) SQL Serverユーザのパスワードを入力して確認します。
h) SQLサーバインストールの照合順序に基づいて文字セットを選択します。
i) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックして、Unified CCEHistoricalデータソースを設定し
ます。

a) フェールオーバーを有効にするチェックボックスをオンにします。
b) データソースのホストフィールドで、2つ目の外部 HDSサーバの IPアドレスを入力しま
す。

c) [ポート（Port）]フィールドに、1433と入力します。
d) データベース名フィールドに、{instance}_hdsと入力します。
e) その他のフィールドを [プライマリ（Primary）]タブと同様に入力します。
f) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
g) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 4000または 12000エージェント展開用の UCCEリアルタイムデータソースについても、この
手順を繰り返します。

リアルタイムデータソースのデータベース名は、 {instance}_hdsとなります。

レポートバンドルのダウンロード

次の Cisco Unified Intelligence Centerレポートのバンドルは、Cisco.comからダウンロードとし
て入手できます（https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=282163829&catid=null）。
入手できる次のバンドルをすべて表示するには、[Intelligence Center Reports]リンクをクリック
してください。

•リアルタイムおよび履歴移行テンプレート：新しいユーザ向けの導入テンプレート。これ
らのテンプレートは、全フィールドテンプレートの簡易バージョンで、他のコンタクト

センターソリューションで使用可能なテンプレートに似ています。

•リアルタイムおよび履歴全フィールドテンプレート：データベースのすべてのフィールド
のデータを提供するテンプレート。これらのテンプレートは、カスタムレポートテンプ

レートを作成するためのベースとして特に有用です。

•ライブデータテンプレート：コンタクトセンターのアクティビティの最新のデータを提
供するテンプレート。
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•リアルタイムおよび履歴アウトバウンドテンプレート：アウトバウンドオプションのア
クティビティに関するレポートを作成するテンプレート。展開にアウトバウンドオプショ

ンが含まれている場合、このテンプレートをインポートします。

•リアルタイムおよび履歴CiscoSocialMinerテンプレート：SocialMinerアクティビティを報
告するテンプレート。展開に SocialMinerが含まれている場合、このテンプレートをイン
ポートします。

• Cisco Unified Intelligence Center Admin Securityテンプレート：Cisco Unified Intelligence Server
監査証跡、許可、テンプレートの所有権に関する報告をするテンプレート。

これらのバンドルのテンプレートの一部は、CiscoPackagedCCE展開に適用されません。Packaged
CCE導入で使用されるテンプレートの詳細については、https://www.cisco.com/en/US/products/
ps12586/tsd_products_support_series_home.htmlの Cisco Packaged Contact Center Enterpriseレポー
トユーザガイドを参照してください。

また、サンプルのカスタムレポートテンプレートは、Cisco DeNet（https://developer.cisco.com/
site/reporting/documentation/）で入手可能です。以下のテンプレートが利用できます。

•エンタープライズチャットおよび電子メール

• Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）

レポートテンプレートバンドルをダウンロードするときには、コンタクトセンターに導入さ

れているソフトウェアのバージョンに対応したバンドルを選択してください。

レポートバンドルのインポート

手順

ステップ 1 https://<hostname/CUICパブリッシャの IPアドレス>: 8444/cuicuiで Unified Intelligence Centerに
ログインして、左側ペインのレポートをクリックします。

ステップ 2 新規 >インポートをクリックします。
レガシーインターフェイスにリダイレクトされます。

ステップ 3 レポートをインポートするフォルダに移動して、レポートのインポートをクリックします。

ステップ 4 [ファイル名（XMLまたはZIPファイル）（File Name (XML or ZIP file)）]フィールドで、[参
照（Browse）]をクリックします。

ステップ 5 ブラウズし、レポートバンドル zipファイルを選択して、[開く（Open）]をクリックします。

コンタクトセンターに導入されているソフトウェアバージョンに対応するレポートバンドル

を選択します。

ステップ 6 ファイルを保存する場所を選択します。

ステップ 7 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 8 次のいずれかを実行します。
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•レポートがまだ作成されていない場合、データソースを指定する必要があります。[値リ
ストのデータソース（Data Source for ValueList）]ドロップダウンリストから、使用する
データソースを選択します。次に [インポート（Import）]をクリックします。

値リストのデータソースがレポート定義と同じデータソースを使用しない場合

のみ、そのデータソースを選択する必要があります。LiveDataレポートの場合、
ReportDefinitionのデータソースが LiveDataストリーミングであり、ValueListの
データソースが UCCE Realtimeです。リアルタイムレポートでは、データソー
スが UCCE Realtimeです。履歴レポートでは、データソースが UCCE Historical
です。

（注）

•レポートが存在する場合、既存のレポートを置換するかどうかを確認するメッセージが表
示されます（置換すると、レポートに関連付けられているレポート定義の変更はすべて上

書きされます）。[はい（Yes）]、[すべてはい（Yes to All）]、[いいえ（No）]、または
[すべていいえ（No to All）]をクリックします。

Unified Intelligence Center Administrationの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソール（https://<ホスト名>:8443/oamp）にログ
インします。

ステップ 2 [クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [レポート設定（Reporting Configuration）]から [Active
Directory]タブを設定します。

a) プライマリ Active Directoryサーバのホストアドレスを入力します。
b) [ポート（Port）]のデフォルト値のままにします。
c) [マネージャの識別名（Manager Distinguished Name）]フィールドに情報を入力します。
d) マネージャがドメインコントローラにアクセスするときに使用するパスワードを入力

し、確認します。

e) [ユーザ検索ベース]で、検索するドメインの識別名または組織ユニットを指定します。
f) [ユーザ IDの属性]で、必要なオプションを選択します。
g) UserName IDに対して少なくとも 1つのドメインを追加します。ドメイン名の前に@記

号を入力しないでください。

h) ドメインをデフォルトとして設定します。

i) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

詳細については、オンラインヘルプを参照してください。（注）

ステップ 3 すべてのデバイスのための syslogを設定します。

インストール後の設定

39

インストール後の設定

Unified Intelligence Center Administrationの設定



a) [デバイス管理（Device Management）] > [ログおよびトレースの設定（Log and Trace
Settings）]を選択します。

b) ホストアドレスごとに、次を実行します。

•関連するサーバを選択し、矢印をクリックして展開します。

•サーバ名を選択します。

• [サービスアビリティの設定の編集（Edit Serviceability Settings）]画面の [Syslogの設定
（Syslog Settings）]ペインで、プライマリホストとバックアップホストを設定しま
す。[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 使用する場合は、すべてのデバイスの SNMPを設定します。

a) [ネットワーク管理（Network Management）] > [SNMP]を選択します。
b) SNMPへの移動、および各サーバに対して、次の内容を追加します。

• V1/V2cコミュニティストリング

•通知先

Cisco Finesseの設定
以下の手順に従って、Packaged CCE 2000エージェント展開用の Cisco Finesseを設定します。

タスク手順

CA証明書の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlの Cisco
Finesse管理ガイドを参照してください。

1

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 Finesse証明書をAWマ
シンに追加します

2

ライブデータレポートのためのコンタクトセ

ンターエージェントおよびルーティングの設

定（41ページ）

3

ライブデータレポート（41ページ）4
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ライブデータレポートのためのコンタクトセンターエージェントおよびルーティング

の設定

Finesseデスクトップでライブデータレポートをテストするには、UnifiedCCE管理（https://<
サイド A またはサイド B の Unified CCE AW-HDS-DDS の IP アドレス>/cceadmin）
で、以下を設定します。

•エージェント

•スキルグループまたはプレシジョンキュー

•コールタイプ

•ダイヤル番号

•ネットワーク VRUスクリプト

•ルーティングスクリプト

ルーティングスクリプトは、スクリプトエディタに設定します。エディタは、[Unified CCE
管理ツール]から開くことができます。

（注）

ライブデータレポート

Cisco Unified Intelligence Centerは、Finesseデスクトップに追加できる Live Dataのリアルタイ
ムレポートを提供します。

Finesseへのライブデータレポートの追加

ここでは、Finesseデスクトップにライブデータレポートを追加する方法について説明します。
実行する手順は、以下の表に示すさまざまな要因に応じて異なります。

使用するケース手順

新規インストール後、または（デフォルトの

デスクトップのレイアウトをカスタマイズし

ていない場合は）アップグレード後にLiveData
レポートをFinesseデスクトップに追加する場
合は、この手順を使用します。

デフォルトのデスクトップレイアウトへの

Live Dataレポートの追加

Finesseデスクトップのレイアウトをカスタマ
イズしている場合は、この手順を使用します。

カスタムデスクトップレイアウトへの Live
Dataレポートの追加

特定のチームのみのデスクトップのレイアウ

トに Live Dataレポートを追加する場合は、こ
の手順を使用します。

チームのレイアウトへのLive Dataレポートの
追加
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デフォルトデスクトップレイアウトへのライブデータレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで Live Dataレポートガジェッ
ト用のコメントされた XMLコードが含まれています。これらのガジェットは、HTTPSバー
ジョンの Live Dataレポートガジェットと HTTPバージョンの Live Dataレポートガジェット
の 2つのカテゴリーに分類されます。

この手順では、デフォルトのデスクトップレイアウトに Live Dataレポートガジェットを追加
する方法について説明します。Finesseの新規インストール後にこの手順を使用します。Finesse
をアップグレードしたものの、カスタムデスクトップレイアウトがない場合は、[デスクトッ
プレイアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェットで [デフォルトレイアウトに戻す
（Restore Default Layout）]をクリックし、この手順に従ってください。テキストの例での改行
や空白は、読みやすさのために示されているものであるため、実際のコードには含めないでく

ださい。

手順

ステップ 1 Unified CCE管理で、デスクトップ >リソースに移動します。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 デスクトップのレイアウトに追加する各レポートからコメント文字（<!--および -->）を削除
します。エージェントが Finesseデスクトップ（HTTPまたは HTTPS）にアクセスするために
使用する方法に一致するレポートを選択していることを確認します。

ステップ 4 my-cuic-serverをCiscoUnified IntelligenceCenterサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 5 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

Live Dataガジェットの URLで指定されている高さは 310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLの gadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。例えば、ガジェットの高さを
400ピクセルにするには、以下の通りコードを変更し、310を 400に置き換えます。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=400&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

スクロールバーを含むガジェットの最適な表示を維持するには、ガジェットの高さとして200
ピクセル以上の値を設定してください。レポートでスクロールバーが不要な場合（1行だけの
レポートなど）は、ガジェットの高さをこれよりも小さい値（100ピクセルなど）に設定でき
ます。ガジェットの高さを指定しない場合（URLから310を削除する場合）、デフォルトで高
さは 170ピクセルに設定されます。

ステップ 6 [保存（save）]をクリックします。
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カスタムデスクトップレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで Live Dataレポートガジェッ
ト用のコメントされた XMLコードが含まれています。これらのガジェットは、HTTPSバー
ジョンの Live Dataレポートガジェットと HTTPバージョンの Live Dataレポートガジェット
の 2つのカテゴリーに分類されます。

この手順では、カスタムデスクトップのレイアウトへのライブデータレポートガジェットの

追加方法について説明します。テキストの例での改行や空白は、読みやすさのために示されて

いるものであるため、実際のコードには含めないでください。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationでは、デスクトップ >リソースに移動します。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 デフォルトレイアウトXMLを表示するには、[FinesseDefault LayoutXML]をクリックします。

ステップ 4 Finesseのデフォルトレイアウト XMLから追加するレポートの XMLコードをコピーします。

例：

HTTPS向けのエージェントレポートを追加するには、次の内容をコピーします。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName

</gadget>

ステップ 5 この XMLコードを表示するタブのタグ内に貼り付けます。

例：

エージェントデスクトップの [ホーム（Home）]タブにレポートを追加するには、以下の手順
を実行します。

<layout>
<role>Agent</role>
<page>
<gadget>/desktop/gadgets/CallControl.jsp</gadget>

</page>
<tabs>
<tab>
<id>home</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.homeLabel</label>
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName

</gadget>
</tab>
<tab>
<id>manageCall</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.manageCallLabel</label>

</tab>
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</tabs>
</layout>

ステップ 6 my-cuic-serverをCiscoUnified IntelligenceCenterサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 7 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

Live Dataガジェットの URLで指定されている高さは 310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLの gadgetHeightパラメータを目的の値に変更します。例えば、ガジェットの高さを
400ピクセルにする場合、以下の通りコードを変更します。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=400&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

スクロールバーのあるガジェットが最適に表示されるようにするには、ガジェットの高さとし

て 200ピクセル以上の値を設定します。レポートでスクロールバーが不要な場合（1行だけの
レポートなど）は、ガジェットの高さをこれよりも小さい値（100ピクセルなど）に設定でき
ます。ガジェットの高さを指定しない場合（URLから310を削除する場合）、デフォルトで高
さは 170ピクセルに設定されます。

ステップ 8 [保存（save）]をクリックします。

ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行が含まれているレポートを使用する場合、レポートが見

やすくなり、スクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトッ

プへのアクセスに使用するコンピュータ上でガジェットの高さや画面解像度を調整し

てください。

デスクトップのレイアウトの変更時にサインインしていたエージェントのデスクトッ

プには、サインアウトして再びサインインするまで変更が反映されません。

（注）

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Serverの設定
この順序に従って、Packaged CCE導入用に Cisco Unified Customer Voice Portalレポートサーバ
を設定します。

サービスコールバックを使用し、UnifiedCVPコールおよびアプリケーションレポートを実行
するカスタマーには、Unified CVP Reporting VMが必要です。

（注）
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タスク手順

CVPレポートサーバの CA証明書の説明は、
CVPのコールサーバに似ています。詳細につ
いては、UnifiedCVPセキュリティを参照して
ください。

1

自己署名の詳細については、以下を参照して

ください。CVPレポートサーバ証明書をAW
マシンに追加します

2

Cisco Unified Customer Voice Portalレポートテ
ンプレートの取得（45ページ）

3

Cisco Unified CVPレポートデータのデータ
ソースの作成（45ページ）

4

Unified Intelligence Centerへの Unified CVPレ
ポートテンプレートのインポート（47ペー
ジ）

5

Cisco Unified Customer Voice Portalレポートテンプレートの取得

Unified CVPレポートテンプレートをインポートするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVPレポーティングサーバで、[開始（Started）]をクリックします。

ステップ 2 検索ボックスで、%CVP_HOME%\CVP_Reporting_Templatesを入力して、[入力（Enter）]
キーを押します。

ステップ 3 レポートのみを zipフォルダに圧縮して、Unified Intelligence Center管理を実行するシステムに
コピーします。

Cisco Unified CVPレポートデータのデータソースの作成

データソースを作成するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://<ホスト名/ CUIC パブリッシャの IP アドレス>:8444/cuicuiで Unified
Intelligence Centerにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションペインで、設定 >データソースを選択します。

ステップ 3 新規をクリックして、[新しいデータソース]ウィンドウを開きます。
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ステップ 4 このページの各フィールドに以下の通り値を指定します。

値フィールド

このデータソースの名前を入力します。

レポート作成者およびレポート定義作成者は、[デー
タソース（DataSources）]ページにアクセスできませ
んが、カスタムレポートを作成するときにデータ

ソースのリストを参照できます。それらのユーザに

わかりやすいように、新しいデータソースにわかり

やすい名前を付けます。

[名前（Name）]

このデータソースの説明を入力します。[説明（Description）]

[Informix]を選択します。

編集モードでは、[タイプ（type）]はディ
セーブルになります。

（注）

データソースタイプ

ホストの設定

Unified CVPレポートサーバの IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。

データベースホスト

ポート番号を入力します。通常、ポートは 1526で
す。

CVP Reporting Serverファイアウォールで、このポー
トを開くことが必要になる場合があります（[Window
ファイアウォール] > [インバウンドルール] > [新しい
ルール]）。

[ポート（Port）]

UnifiedCVPReporting Server上のレポーティングデー
タベースの名前を入力します。データベース名には

cvp_dataまたは callbackを使用できます。

データベース名

目的のデータベースのインスタンス名を指定します。

デフォルトは、cvpです。

インスタンス

データベースに格納されているデータに正しいタイ

ムゾーンを選択します。[標準時間（StandardTime）]
から[サマータイム（Daylight Savings Time）]への変
更がある場所では、このタイムゾーンが自動的に更

新されます。

CVPデータソースのタイムゾーン設定を
CUIC条で UTC形式に設定します。

（注）

タイムゾーン

認証の設定
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値フィールド

レポーティングユーザのユーザ IDを入力して、
Unified CVPレポーティングデータベースにアクセ
スします。

（Cvp_dbuserアカウントは、UnifiedCVPレポーティ
ングサーバのインストール中に自動的に作成されま

す）。

データベースユーザ ID

データベースユーザのパスワードを入力し、確認し

ます。

Passwordおよび Confirm Password

[UTF-8]を選択します。文字セット

[自分のグループ]および[すべてのユーザ]グループに
ついて、このデータソースに対する権限を表示また

は編集します。

デフォルトの許可

最大プールサイズを選択します。

値の範囲は 5～ 200です。デフォルトの最大プール
サイズの値は 100で、プライマリとセカンダリの両
方のデータソースタブで共通です。

最大プールサイズ

ステップ 5 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。

ステータスがオンラインでない場合、エラーメッセージを確認して原因を究明し、それに応じ

てデータソースを編集します。

ステップ 6 [保存（save）]をクリックして、[データソースの追加（AddDataSource）]ウィンドウを閉じま
す。

CVPコールバックレポートを標準データソース（cvp_data）にインポートする必要
がある場合は、「Import could not be completed: Query validation failed against the selected
data source.」というメッセージが表示され、インポートが失敗します。この問題を修
正するには、cvp_dataデータベースではなく、コールバックデータベースを指す別個
のデータソースを作成します。

（注）

新しいデータソースが、[データソース（Data Sources）]リストに表示されます。

Unified Intelligence Centerへの Unified CVPレポートテンプレートのインポート

レポート（XML）および関連するテンプレートヘルプファイル（ZIP形式）を CUICにイン
ポートすることができます。
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手順

ステップ 1 https://<CUIC パブリッシャのホスト名または IP アドレス>:8444/cuicで Unified
Intelligence Center Webアプリケーションを起動します。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、レポートをクリックします。

ステップ 3 [レポート ]ツールバーで、新規>インポートをクリックします。
レガシーインターフェイスにリダイレクトされます。

ステップ 4 レポートをインポートするフォルダに移動します。

Cisco.comからストックレポートバンドルをインポートする場合は、[レポート]フォ
ルダのレベルに配置する必要があります。

（注）

ステップ 5 [レポートのインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 6 ファイル名（XMLまたはZIPファイル）フィールドで、ファイルの選択をクリックします。

ステップ 7 XMLまたは圧縮レポートファイルを参照して選択し、[開く]をクリックします。

ステップ 8 [レポート定義のデータソース（Data source for ReportDefinition）]ドロップダウンリストか
ら、レポート定義で使用されるデータソースを選択します。

このフィールドは、インポートするレポートのレポート定義が現在Unified Intelligence
Centerで定義されていない場合にのみ表示されます。

（注）

ステップ 9 [値リストのデータソース（Data Source for ValueList）]ドロップダウンリストから、レポート
定義内で定義されている値リストで使用されるデータソースを選択します。

レポート定義と同じデータソースを使用しない場合のみ、値リストのデータソース

を選択する必要があります。リアルタイムストリーミングのレポート定義について

は、値リストのデータソース選択が必須となります。

（注）

ステップ 10 [保存先（Save To）]フィールドで、インポートしたレポートを保存するフォルダを参照しま
す。矢印キーを使用してフォルダを展開します。

ステップ 11 [インポート（Import）]をクリックします。

異なるバージョンの Unified Intelligence Centerへのレポートのインポートはサポートされてい
ません。ただし、Unified IntelligenceCenterをアップグレードすると、アップグレード後のバー
ジョンでレポートテンプレートが引き続き機能します。

（注）

VVBの設定
Ciscoの仮想化音声ブラウザ（VVB）の設定は、サイトによって異なります。サイト内のVVB
はすべて同じ設定である必要があります。
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仮想化音声ブラウザは、外部マシンとして追加することができます。詳細については、外部マ

シンの追加を参照してください。

デフォルト設定を変更するには、CiscoVirtualizedVoiceBrowser（VVB）を参照してください。

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定
Packaged CCE導入用の Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定タスク

タスク

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの共通設定（49ページ）

イングレスゲートウェイの設定（50ページ）

VXMLゲートウェイの設定（53ページ）

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの A-lawコーデックの設定（54ペー
ジ）

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの設定について

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイを設定するには、以下の手順を実行しま
す。特に明記されていない限り、手順は TDMおよび Cisco UBE音声ゲートウェイの両方に適
用されます。

いずれのゲートウェイも外部のマシンとして追加することができます。詳細については、外部

マシンの追加を参照してください。

すべての設定手順を enable >設定端末モードで実行します。（注）

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの共通設定
logging buffered 2000000 debugging
no logging console
service timestamps debug datetime msec localtime
ip routing
ip cef
ip source-route
interface GigabitEthernet0/0

ip route-cache same-interface
duplex auto
speed auto
no keepalive
no cdp enable

voice service voip
no ip address trusted authenticate
ip address trusted list

ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # OR an explicit Source IP Address Trust List
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allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional

イングレスゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 グローバル設定を以下の通り設定します。

voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
# If this gateway is being licensed as a Cisco UBE the following lines are also required

mode border-element
ip address trusted list
ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # Or an explicit Source IP Address Trust List

sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 音声コーデックプリファレンスを以下の通り設定します。

voice class codec 1
codec preference 1 g711ulaw
codec preference 2 g729r8

ステップ 3 デフォルトのサービスを以下の通り設定します。

#Default Services
application

service survivability flash:survivability.tcl

ステップ 4 ゲートウェイおよび sip-uaタイマーを以下の通り設定します。
gateway
media-inactivity-criteria all
timer receive-rtp 1200

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
reason-header override

ステップ 5 POTSダイヤルピアを以下の通り設定します。
# Configure Unified CVP survivability
dial-peer voice 1 pots

description CVP TDM dial-peer
service survivability
incoming called-number .T
direct-inward-dial

これは TDMゲートウェイでのみ必要です。（注）
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ステップ 6 スイッチレッグを以下の通り設定します。

#Configure the Switch leg where
# preference is used to distinguish between sides.
# max-conn is used prevent overloading of Unifed CVP
# options-keepalive is used to handle failover
# Note: the example below is for gateways located on the A-side of a geographically
#distributed deployment
# Note: Ensure that you configure switch dial-peers for each Unified CVP server.

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70022 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP, SideB
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 7 ハードウェアリソース（トランスコーダ、会議ブリッジ、およびMTP）を以下の通り設定し
ます。

この設定セクションは、仮想 CUBEあるいは CSR 1000vゲートウェイには必要あり
ません。上記には、物理 DSPリソースがありません。

（注）

#For gateways with physical DSP resources, configure Hardware resources using
#Unified Communications Domain Manager.

# Configure the voice-cards share the DSP resources located in Slot0
voice-card 0

dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 1
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 2
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 3
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 4
dspfarm
dsp services dspfarm

# Point to the contact center call manager
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sccp local GigabitEthernet0/0
sccp ccm ###.###.###.### identifier 1 priority 1 version 7.0 # Cisco Unified CM sub

1
sccp ccm ###.###.###.### identifier 2 priority 2 version 7.0 # Cisco Unifed CM sub

2

# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1

associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register <gatewaynamemtp>
associate profile 1 register <gatewaynameconf>
associate profile 3 register <gatewaynamexcode>

# Configure DSPFarms for Conference, MTP and Transcoder

dspfarm profile 1 conference
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 24
associate application SCCP

dspfarm profile 2 mtp
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions software 500
associate application SCCP

dspfarm profile 3 transcode universal
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 52
associate application SCCP

ステップ 8 （任意）SIPトランキングを設定します。
# Configure the resources to be monitored
voice class resource-group 1

resource cpu 1-min-avg threshold high 80 low 60
resource ds0
resource dsp
resource mem total-mem
periodic-report interval 30

# Configure one rai target for each CVP Server
sip-ua

rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVPA
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVPB
permit hostname dns:%Requires manual replacement - ServerGroup Name defined in

CVP.System.SIP Server Groups%

ステップ 9 着信 PSTN SIPトランクダイアルピアを以下の通り設定します。
dial-peer voice 70000 voip

description Incoming Call From PSTN SIP Trunk
service survivability
incoming called-number xxxx…… # Customer specific incoming called-number pattern

voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
session protocol sipv2
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voice-class codec 1
no vad

これは、CUBEの場合にのみ必要です。（注）

VXMLゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 グローバル設定を以下の通り設定します。

voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
# If this gateway is being licensed as a Cisco UBE the following lines are also required

mode border-element
ip address trusted list
ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # Or an explicit Source IP Address Trust List

sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 デフォルトの Unified CVPサービスを以下の通り設定します。
#Default Unified CVP Services
application

service new-call flash:bootstrap.vxml
service CVPSelfService flash:CVPSelfServiceBootstrap.vxml
service ringtone flash:ringtone.tcl
service cvperror flash:cvperror.tcl
service bootstrap flash:bootstrap.tcl
service handoff flash:handoff.tcl

ステップ 3 ダイヤルピアを以下の通り設定します。

VXMLゲートウェイの設定時には、音声クラスコーデックは使用しないでください。
ダイヤルピアには一般に G711ulawを使用できますが、実装によってはその他のコー
デックを使用することがあります。

（注）

# Configure Unified CVP Ringtone
dial-peer voice 919191 voip

description CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

# Configure Unified CVP Error
dial-peer voice 929292 voip

description CVP SIP error dial-peer

インストール後の設定

53

インストール後の設定

VXMLゲートウェイの設定



service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

ステップ 4 デフォルトの Unified CVP http ivr、rtsp、mrcpおよび vxml設定を行います。
http client cache memory pool 15000
http client cache memory file 1000
http client cache refresh 864000
no http client connection persistent
http client connection timeout 60
http client connection idle timeout 10
http client response timeout 30
ivr prompt memory 15000

vxml tree memory 500
vxml audioerror
vxml version 2.0

ステップ 5 着信コール番号がネットワーク VRUラベルと一致する VXMLレッグを設定します。
dial-peer voice 7777 voip

description Used for VRU leg
service bootstrap
incoming called-number 777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

ステップ 6 設定モードを閉じて、Cisco IOS CLIコマンド call application voice load <service_Name>を使用
して、転送した Unified CVPファイルを各 Unified CVサービスについて Cisco IOSメモリに読
み込みます。

• call application voice load new-call

• call application voice load CVPSelfService

• call application voice load

• call application voice load cvperror

• call application voice load

• call application voice load

イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの A-lawコーデックの設定

この項の手順は、A-lawコーデックを使用する場合にだけ実行してください。
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イングレスゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 ダイヤルピアでコーデック設定を行うため、音声クラスコーデック 1を追加します。
voice class codec 1

codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711alaw

例：

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for Unified CVP
session transport tcp
voice class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 2 ダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。

dial-peer voice 9 voip
description For Outbound Call for Customer
destination-pattern <Customer Phone Number Pattern>
session protocol sipv2
session target ipv4:<Customer SIP Cloud IP Address>
session transport tcp
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 10 voip
description ***To CUCM Agent Extension For Outbound***
destination-pattern <Agent Extension Pattern to CUCM>
session protocol sipv2
session target ipv4:<CUCM IP Address>
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw

VXMLゲートウェイの設定

手順

次のダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。

dial-peer voice 919191 voip
description Unified CVP SIP ringtone dial-peer
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service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 929292 voip
description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 7777 voip
description Used for VRU leg #Configure VXML leg where the incoming called
service bootstrap
incoming called-number 7777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

IPv6を設定する
Packaged CCEの展開用に IPv6を設定するためのタスク

タスク

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションの IPv6のセットアップ（57ページ）

IPv6が有効化された展開の NAT64の設定（58ページ）

Unified CVPコールサーバでの IPv6の設定（60ページ）

ゲートウェイでの IPv6サポートの設定（61ページ）

Unified Communications Managerでの IPv6の設定（62ページ）

IPv6設定

Packaged CCEは、エージェントおよびスーパーバイザの Finesseデスクトップと電話で IPv6接
続をサポートできます。IPv6対応の導入では、使用するエンドポイントをすべて IPv6にする
か、または IPv4と IPV6エンドポイントを混合することができます。これらのエンドポイント
と通信するサーバは、IPv4接続と IPv6接続の両方を受け入れることができます。サーバ間の
通信では、引き続き IPv4接続が使用されます。

この章では、IPv6対応の導入で実行する設定手順について説明します。
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VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションの IPv6のセットアップ

デフォルトでは、Unified Communications Manager、Finesse、および Unified Intelligence Center
では IPv4のみが有効となっています。

これらのアプリケーションで IPv6を有効にする場合は、パブリッシャ/プライマリノードとサ
ブスクライバ/セカンダリノードの両方で、アプリケーションに対して IPv6を有効にする必要
があります。

Cisco Unified Operating System Administrationまたは CLIを使用して IPv6を有効にできます。

PackagedCCE導入での IPv6のサポートの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-technical-reference-list.htmlの
Cisco Packaged Contact Center Enterpriseソリューション設計ガイドを参照してください。

Cisco Unified Operating System Administrationを使用した IPv6の設定

Cisco Unified Operating System Administrationを使用して IPv6を設定するには、プライマリとセ
カンダリの VOSサーバで以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 パブリッシャ/プライマリノードで Cisco Unified Operating System Administrationにサインイン
します。

• Unified CommunicationsManagerおよびUnified IntelligenceCenter：https://<パブリッシャ
またはプライマリ ノードのホスト名または IP アドレス>/cmplatform

• Finesse：https://プライマリ ノードの FQDN:8443/cmplatform

ステップ 2 [設定（Settings）] > [IP] > [イーサネットIPv6（Ethernet IPv6）]を選択します。

ステップ 3 [IPv6を有効にする（Enable IPv6）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [IPv6アドレス（IPv6 Address）]、[プレフィックスの長さ（Prefix Length）]、および [デフォル
トゲートウェイ（Default gateway）]の各フィールドに値を入力します。

ステップ 5 [Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
サーバが再起動します。

ステップ 7 サブスクライバ/セカンダリノードに対してこの手順を繰り返します。

CLIを使用した VOSベースアプリケーションの IPv6のセットアップ

CLIを使用して IPv6を設定するには、プライマリVOSサーバとセカンダリVOSサーバの両方
で以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 VOSサーバで CLIにアクセスします。

ステップ 2 IPv6を有効または無効にするには、以下の通り入力します。
set network ipv6 service {enable | disable}

ステップ 3 次のコマンドを実行して、IPv6アドレスとプレフィックス長を設定します。
set network ipv6 static_address addr mask

例：

set network ipv6 static_address 2001:db8:2::a 64

ステップ 4 デフォルトゲートウェイを設定します。
set network ipv6 gateway addr

ステップ 5 システムを再起動し、変更を有効にします。
utils system restart

ステップ 6 IPv6設定を表示するには、以下の通り入力します。
show network ipv6 settings

IPv6が有効化された展開の NAT64の設定

NAT64により、IPv6ネットワークと IPv4ネットワーク間の通信が可能になります。IPv6対応
の導入では、IPv6ネットワークのスーパーバイザが、IPv4ネットワーク上の Unified CCE
Administration Webツールにアクセスできるように、NAT64を設定する必要があります。

ステートフルまたはステートレスのいずれかの NAT64を使用できます。ご使用の導入にとっ
て最適な変換タイプについては、表 2を参照してください。ステートレスとステートフルの
NAT64の比較： https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/ios-nx-os-software/
enterprise-ipv6-solution/white_paper_c11-676278.html

NAT64はMトレイン IOSではサポートされません。Tトレインが必要です。

詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_
CCEhttps://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.htmlで Packaged Contact Center Enterpriseの互換性マトリックス
を参照してください。

（注）

次に示すネットワーク構成図とインターフェイス設定の例は、IPv6ネットワークと IPv4ネッ
トワーク間でのステートフル NAT64への変換を示します。
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interface GigabitEthernet0/0
description ipv4-only interface
ip address 10.10.10.81 255.255.255.128
duplex auto
speed auto
nat64 enable
no mop enabled

interface GigabitEthernet0/1
description ipv6-only interface
no ip address
duplex auto
speed auto
nat64 enable
ipv6 address 2001::1/64
ipv6 enable

ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
nat64 prefix stateful 3001::/96
nat64 v4 pool POOL1 10.10.10.129 10.10.10.250
nat64 v6v4 list V6ACL1 pool POOL1 overload
ipv6 router rip RIPv6
!
ipv6 router rip RIP

!
ipv6 access-list V6ACL1
permit ipv6 2001::/64 any

IPv6の DNSの設定

FQDNが Unified CCE管理にアクセスする要件を満たすため、Unified CCE AW-HDS-DDSサー
バおよび任意の外部 HDSサーバの前方参照 AAAAレコードが DNSに作成されている必要が
あります。

この手順のステップは、Windows DNSサーバを対象としています。

手順

ステップ 1 Windowsで [管理ツール（Administrative Tools）] > [DNS]を選択します。DNSマネージャが起
動されます。

ステップ 2 [前方参照ゾーン（Forward lookup zone）]で、導入のドメイン名に移動します。
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ステップ 3 ドメイン名を右クリックし、[新しいホスト（Aまたは AAAA）（New Host (A or AAAA)）]を
選択します。

ステップ 4 [新しいホスト]ダイアログボックスで、Unified CCEデータサーバおよび任意の外部
AW-HDS-DDSサーバのコンピュータ名および IPアドレスを入力します。[ホストの追加（Add
Host）]をクリックします。

DNSエントリの IPv4アドレスの IPv6変換の決定

AAAA DNSレコードに必要な IPv6アドレスを判別するには、Windowsマシンで混合表記を使
用して pingコマンドを実行します。「ping -6」と入力し、その後 IPv6Nat64プレフィックス、
2つのコロン、IPv4アドレスの順に入力します。

pingに対する応答では、IPv4アドレスが 16進数の文字列に変換されます。静的AAAAレコー
ドでこのアドレスを使用します。

オプションで、静的DNSエントリの代わりにDNS64を使用できます。DNS64を使用すると、
AリソースレコードからのAAAAリソースレコードを合成することで、IPv6ネットワークと
IPv4ネットワーク間での変換が促進されます。

『NAT64 Technology: Connecting IPv6 and IPv4 Networks』ホワイトペーパーに、DNS64の概要
と、DNS64を IPv6と共に使用する方法が記載されています（https://www.cisco.com/c/en/us/
products/collateral/ios-nx-os-software/enterprise-ipv6-solution/white_paper_c11-676278.html）。

（注）

Unified CVPコールサーバでの IPv6の設定

IPv6対応導入では、IPv6アドレスをご使用の Unified CVPコールサーバの既存のネットワー
クインターフェイスに追加する必要があります。

この手順は、IPv6対応導入を使用している場合にだけ実行します。
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手順

ステップ 1 Unified CVPコールサーバで [コントロールパネル（Control Panel）] > [ネットワークと共有
（Network and Sharing）]を選択します。

ステップ 2 [イーサネット（Ethernet）]をクリックします。

ステップ 3 [イーサネットのステータス（EthernetStatus）]ウィンドウで [プロパティ（Properties）]を選択
します。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]
チェックボックスをオンにし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 5 [次のIPv6アドレスを使う（Use the following IPv6 address）]オプションボタンをオンにします。

ステップ 6 [IPv6アドレス（IPv6 address）]、[サブネットプレフィックスの長さ（Subnet prefix length）]、
および [デフォルトゲートウェイ（Default gateway）]の各フィールドに値を入力します。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、[OK]をクリックしてWindowsを再起動します。

ゲートウェイでの IPv6サポートの設定

IPv6対応導入では、IPv6アドレッシングを有効にするようにイングレスゲートウェイとVXML
ゲートウェイを設定する必要があります。

インターフェイスでの IPv6プロトコルスタックのサポートの設定

この手順は、イングレスゲートウェイと VXMLゲートウェイの両方に適用されます。

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>Enable
>configure terminal
>interface type number
>ipv6 address{ ipv6-address / prefix-length | prefix-name sub-bits / prefix-length}
>ipv6 enable

イングレスゲートウェイでの ANATの有効化

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>conf t
>voice service voip
>SIP
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>ANAT
>bind control source-interface GigabitEthernet0/2
>bind media source-interface GigabitEthernet0/2

イングレスゲートウェイでのデュアルスタックの有効化

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>conf t
>sip-ua
>protocol mode dual-stack preference ipv6

Unified Communications Managerでの IPv6の設定

IPv6対応環境では、この項の手順を実行して Unified Communications Managerで IPv6を設定す
る必要があります。

Unified CM Administrationでのクラスタ全体の設定

クラスタ全体でのメディアおよびシグナリング用のアドレッシングモード設定として IPv6を
設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 各 Unified Communications Managerサーバのクラスタ全体の IPv6設定を構成するには、Cisco
Unified CM管理で、システム >エンタープライズパラメータ > IPv6設定モードを選択しま
す。

ステップ 2 IPv6を有効にするドロップダウンリストで、はいを選択します。

ステップ 3 [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]ドロッ
プダウンリストから [IPv6]を選択します。

ステップ 4 [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]
ドロップダウンリストから [IPv6]を選択します。

ステップ 5 [電話の自動設定を許可（Allow Auto-configuration for Phones）]ドロップダウンリストから [オ
フ（Off）]を選択します。

ステップ 6 変更を保存します。

トランスコーディング

IPv6対応環境では、次のシナリオでトランスコーダが必要です。
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• IPv6エンドポイントにログインしているエージェントが、IPv4エンドポイントにログイ
ンしているエージェントとの間で転送を送受信する必要がある。

• IPv6エンドポイントにログインしているエージェントが、セルフサービスのためにVXML
ゲートウェイに接続する必要がある。

Unified Communications Managerでの共通デバイス設定プロファイルの追加

IPv6対応環境では、IPv4デバイスと IPv6デバイスの両方を使用できます。

Unified Communications Managerで IPv4、IPv6、またはデュアルスタックの共通デバイス設定
プロファイルを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理で、デバイス >デバイスの設定 >共通デバイス設定を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい共通デバイス設定プロファイルの名前を入力
します。

ステップ 3 [IPアドレッシングモード（IPAddressingMode）]ドロップダウンリストから次の操作を実行し
ます。

• Unified Communications Managerで IPv6共通デバイス設定プロファイルを追加するには、
[IPv6のみ（IPv6 only）]を選択します。

• Unified Communications Managerで IPv4共通デバイス設定プロファイルを追加するには、
[IPv4のみ（IPv4 only）]を選択します。

• Unified Communications Managerでデュアルスタック共通デバイス設定プロファイルを追
加するには、[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]を選択します。[シグナリング用のIPアドレッ
シングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]ドロップダウンリストか
ら [IPv4]を選択します。

ステップ 4 変更を保存します。

ゲートウェイトランクへの共通デバイス設定プロファイルの関連付け

ゲートウェイトランクに共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、以下の手順を実行

します。この手順は、イングレスゲートウェイに適用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
表示するトランクプロファイルを選択します。
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ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから次の操作を実
行します。

•ゲートウェイトランクに IPv6共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv6共
通デバイス設定プロファイルを選択します。

•ゲートウェイトランクに IPv4共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv4共
通デバイス設定プロファイルを選択します。

Unified CMゲートウェイトランクでは IPv4または IPv6トランクだけがサポートされ
ています。Unified CMゲートウェイトランクにデュアルスタック共通デバイス設定
プロファイルを関連付けることはできません。

（注）

ステップ 4 [接続先アドレスIPv6（Destination Address IPv6）]フィールドに IPv6アドレスを入力します。

Unified CMからゲートウェイへのトランクでは、標準 SIPプロファイルだけがサポー
トされており、ANAT対応デュアルスタック SIPトランクはサポートされていませ
ん。

（注）

ステップ 5 変更を保存します。

IPv4または IPv6電話への共通デバイス設定プロファイルの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、IPv6共通デ
バイス設定プロファイルを選択します。

• IPv6電話に IPv6共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv6共通デバイス設
定プロファイルを選択します。

• IPv4電話に IPv4共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv4共通デバイス設
定プロファイルを選択します。

ステップ 4 変更を保存します。

Unified CMでの SIPプロファイルの関連付け

IPv6対応の導入では、Unified CVPに対して設定したトランクに SIPプロファイルを関連付け
る必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、作成した SIPプロファイルを選
択します。

SIPプロファイルの作成方法の詳細については、以下を参照してください。

Ciscoのパッケージ化されたコンタクトセンターの [エンタープライズ管理とコンフィ
ギュレーションガイド ()]にhttps://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.html、SIPプロファイ
ルを統合 CMセクションに追加します。

（注）

ステップ 4 変更を保存します。

SIPトランクへのデュアルスタック共通デバイス設定プロファイルの関連付け

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（CommonDevice Configuration）]ドロップダウンリストから、デュアルス
タック共通デバイス設定プロファイルを選択します。

デュアルスタック共通デバイス設定プロファイルの追加方法の詳細については、

Unified Communications Managerでの共通デバイス設定プロファイルの追加（63ペー
ジ）を参照してください。

（注）

ステップ 4 変更を保存します。

Packaged CCE 4000エージェント展開
Packaged CCE 4000エージェント展開のコンポーネントを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

タスク手順

CCEコンポーネントの設定（66ページ）1
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タスク手順

Cisco Unified Customer Voice Portalの設定（87
ページ）

2

外部メディアサーバの場合、メディアサーバ

の設定

3

Cisco Unified Communications Managerの設定
（90ページ）

4

Cisco Unified Intelligence Centerの設定（96
ページ）

5

Cisco Finesseの設定（97ページ）6

ライブデータの設定（102ページ）7

Cisco Identity Serviceの設定（105ページ）8

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting
Serverの設定（44ページ）（任意）

9

VVBの設定（48ページ）（任意）10

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定
（49ページ）

11

IPv6を設定する（56ページ）12

エンタープライズチャットおよび電子メール

（ECE）の設定（オプション）

電子メールおよびチャット

13

CCEコンポーネントの設定
Packaged CCE 4000エージェント展開のコンポーネントを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

タスク手順

Roggerの設定（67ページ）1

AW-HDS-DDSの設定（72ページ）2

Unified CCEサービスの開始（72ページ）3
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タスク手順

PGVMがインストールされている場合は、す
べての PG VMに対してUnified CCEインスタ
ンスの追加（82ページ）

4

Packaged CCEの展開タイプの設定（76ペー
ジ）

5

Cisco Unified Contact Center Enterprise PGの設
定（82ページ）

6

ConfigurationManagerを使用した設定について
は、以下を参照してください。 PCCE 4000ま
たは 12000でサポートされるツール

7

CA証明書の詳細については、以下を参照して
ください。 AWマシンに CA署名付き証明書
を生成してインポートする

8

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 AWマシンで自己署名
証明書を生成してインポートする

9

Roggerの設定

Packaged CCE 4000エージェント展開の Roggerを設定するには、以下の手順を実行します。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

組織ユニットの設定（3ページ）2

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）3

ロガーデータベースの作成（68ページ）4

アウトバウンドオプションを使用するには、

以下を参照してください。アウトバウンドオ

プションデータベースの作成（69ページ）

5

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追

加（69ページ）
6

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追

加（71ページ）
7
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タスク手順

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

8

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）9

ロガーデータベースの作成

サイド Aおよびサイド B Rogger VMでこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 ICMDBAツールを開き、表示される警告のいずれにもはいをクリックします。

ステップ 2 デスクトップの Unified CCEツールフォルダでサーバ >インスタンスに移動します。

ステップ 3 インスタンス名を右クリックして、作成を選択してロガー データベースを作成します。

ステップ 4 [コンポーネントの選択]ダイアログボックスで、処理するロガーを選択します（ロガー Aま
たはロガー B）。[OK]をクリックします。

ステップ 5 要求された場合「SQLServerが適切に設定されていません。今すぐ設定しますか？」には、は
いをクリックして確定します。

ステップ 6 [設定]ページのSQLServer設定ペインのメモリ（MB）およびリカバリ間隔をオンにします。
[OK]をクリックします。

ステップ 7 [サーバの停止]ページで、はいをクリックしてサービスを停止します。

ステップ 8 [ロガータイプの選択]ダイアログボックスで、エンタープライズを選択します。OKをクリッ
クして、[データベースの作成]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 9 ロガーのデータベースを作成し、以下の通りログを作成します。

a) [DBタイプ]フィールドで、サイド Aまたは Bを選択します。
b) [地域（region）]フィールドで、地域を選択します。
c) [データベースの作成]ダイアログボックスで、追加をクリックして [デバイスの追加]

ダイアログボックスを開きます。

d) データをクリックします

e) データベースを作成するドライブ (例えば、Eドライブ)を選択します。
f) サイズフィールドで、デフォルト（1.4GB、かなり最小サイズ）を選択するか、データ

ベースサイズ決定ツールを使用して、導入に適した値を計算するかを検討します。値を

計算する場合は、計算結果をここに入力します。

g) OKをクリックして、[データベースの作成]ダイアログボックスに戻ります。
h) 再度追加をクリックします。

i) [デバイスの追加]ダイアログボックスで、ログをクリックします。
j) データベースを作成したドライブを選択します。

k) サイズフィールドでは、デフォルト設定を選択するか、独自の展開に沿った適切なサイ

ズの値がある場合は、その値を入力します。

l) OKをクリックして、[データベースの作成]ダイアログボックスに戻ります。

インストール後の設定

68

インストール後の設定

ロガーデータベースの作成



ステップ 10 [データベースの作成]ダイアログボックスで、作成するをクリックして、スタートをクリック
します。

ステップ 11 正常に作成が完了したメッセージが表示されたら、 OKをクリックして、閉じるをクリック
します。

アウトバウンドオプションデータベースの作成

アウトバウンドオプションでは、ロガー上で独自の SQLデータベースを使用します。サイド
Aのロガーのみで、以下の手順を実行します。

この手順を完了したら、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.htmlの Unified Contact Center Enterpriseア
ウトバウンドオプションガイドを参照してください。

手順

ステップ 1 ICMDBAツールを開き、いずれの警告にもはいをクリックします。

ステップ 2 サーバ > <ロガーサーバ> > インスタンス > <Unified CCEインスタンス> >ロガー Aに移動
します。[インスタンス名]を右クリックして、データベース >作成を選択します。

ステップ 3 [サーバの停止]メッセージで、はいをクリックしてサービスを停止します。

ステップ 4 [データベースの作成]ダイアログボックスで、追加をクリックして [デバイスの追加]ダイア
ログボックスを開きます。

ステップ 5 データをクリックして、データベースを作成するドライブ（例えば、Eドライブ）を選択し
ます。DBサイズは、デフォルト値のままにして、OKをクリックして、[データベースの作成]
ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 6 [デバイスの追加]ダイアログボックスで、ログをクリックします。使用するドライブを選択し
ます。ログサイズはデフォルト値のままにして、OKをクリックして [データベースの作成]ダ
イアログボックスに戻ります。

ステップ 7 [データベースの作成]ダイアログボックスで、作成するをクリックして、スタートをクリック
します。正常に作成が完了したメッセージが表示されたら、 OKをクリックして、閉じるを
クリックします。

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追加

サイド Aとサイド Bのロガーでこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 Webセットアップツールを開きます。

ステップ 2 コンポーネント管理 >ロガーを選択します。追加をクリックして、インスタンスを選択しま
す。
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ステップ 3 [導入（Deployment）]ページで、ロガー（AまたはB）を選択します。デュプレックスをクリッ
クして、次へをクリックします。

ステップ 4 [セントラルコントローラの接続]ページで、ルータプライベートインターフェイスおよびロ
ガープライベートインターフェイスに、サイド Aおよびサイド Bのホスト名を入力します。
次へをクリックします。

ステップ 5 確認データのレプリケーションの履歴および詳細を有効にするをオンにします。

ステップ 6 [その他のオプション]のページで、データベースの消去設定手順の表示をクリックします。

ステップ 7 、アウトバウンドオプションを有効にするチェックボックスをクリックします。

このロガーが Roggerサーバに追加されている場合、パブリックネットワークイン
ターフェイスカード（IPベースの優先順位付け用）に 2つの IPアドレスが設定され
ている場合、パブリックイーサネットカードの [この接続のアドレスを DNSに登録
する]をオフにします。また、DNSサーバに、通常の優先順位の IPアドレスにマップ
されるサーバのホスト名に対応する A-レコードエントリが 1つのみ存在することを
確認します。これは、キャンペーンマネージャのプロセス、および Loggerサービス
の一部として実行されているレプリケーションで、クライアント接続用の適切なイン

ターフェイス IPアドレスをリッスンするために必要です。

（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [データ保持（Data Retention）]ページで、[データベース保持設定（Database Retention
Configuration）]テーブルを変更します。

a) 以下ののテーブルでは、保持時間が「40」に設定されています。

• Application_Event

•イベント

• Network_Event

• Route_Call_Detail

• Route_Call_Variable

• Termination_Call_Detail

• Termination_Call_Variable

b) その他すべての設定はデフォルトのまま確定します。コンタクトセンターで、長期間に
データにアクセスする必要がある場合には、適切な値を入力します。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [データの消去]ページで、システム上で需要が低い曜日および時間の消去を指定します。

ステップ 12 デフォルトの上限（％）に達した場合は自動で消去するで確定します。
ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 概要ウィンドウで、サービスアカウントの作成オプションを選択して、以下の手順を実行し

ます。

a) ドメインユーザのアカウント名を入力します。
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指定したドメインにユーザが作成されていることを確認します。

b) 有効なパスワードを入力します。
c) サマリーを確認して、終了をクリックします。

すべてのディストリビュータサービスおよびロガーサービスに同じドメインユーザ

アカウントを使用します。ロガーとディストリビュータに異なるドメインアカウント

を使用する場合は、ディストリビュータサービスのユーザアカウントがサイド Aと
サイド Bのローカルロガー UcceServiceグループに追加されていることを確認し
てください。

注意

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追加

サイド Aとサイド Bのルータに対してこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 Webセットアップツールで、コンポーネント管理 >ルータを選択します。

ステップ 2 追加。

ステップ 3 展開ページで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 展開ダイアログで、適切なサイドを選択します。

ステップ 5 デュプレックスをクリックして、次へをクリックします。

ステップ 6 ルータ接続ダイアログで、プライベートインターフェイスとパブリックインターフェイスを

設定します。[次へ（Next）]をクリックします。

アドレス入力フィールドでは、IPアドレスの代わりに完全修飾ドメイン名を使用しま
す。

パブリックネットワークインターフェイスカードに 2つの IPアドレスが（IPベー
スの優先順位付けのために）設定されている場合は、DNSサーバに 2つの Aレコー
ドを手動で追加します。一方の Aレコードは高優先順位の IPアドレスで、もう一方
の Aレコードは通常の優先順位の IPアドレス用です。2つの DNSエントリのホスト
部分は、Windowsサーバのホスト名と異なる必要があります。新しい DNSエントリ
を使用して、インターフェイスを設定します。このメモは、ルータおよびすべての

PGマシンに適用されます。

（注）

ステップ 7 周辺機器ゲートウェイをフィールドを空白のままにして、次へをクリックします。

ステップ 8 ルータオプションダイアログで、Quality of Service（QoS）を有効にするチェックボックス
を適切に設定して、次へをクリックします。

すべてのUnifiedCCEプライベートネットワークトラフィックに対してQoSを有効にします。
可視（パブリック）ネットワークトラフィックの QoSは、ほとんどの展開では無効にしま
す。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-implementation-design-guides-list.html
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で、 Cisco Packaged Contact Center Enterpriseソリューション設計ガイドの適切なセクションを
参照してください。

ステップ 9 ルータ Quality of Serviceダイアログで、次へをクリックします。

ステップ 10 サマリーダイアログで、ルータサマリーが正しいことを確認して、完了をクリックします。

Unified CCEサービスの開始

Unified CCEコンポーネントは、ホストコンピュータ上でWindowsサービスとして実行されま
す。デスクトップ上の Unified CCEサービスコントロールツールで、上記サービスを開始、
停止、または周期化させることができます。

この手順は、 Unified CCEサービスを有効化する場合に必要です。ただし、展開モデルに含ま
れるすべての仮想マシンに Unified CCEコンポーネントをインストールするまで、このタスク
は保留する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 各 Unified CCEサーバマシンで、Unified CCEサービスコントロールを開きます。

ステップ 2 以下の順序で、各 CCEコンポーネントを選択し、スタートをクリックします。

1. ロガー A

2. ルータ A

3. ロガー B

4. ルータ B

5. 管理およびデータサーバ

AW-HDS-DDSの設定

以下の手順を実行して、 Packaged CCE 4000展開用 AW-HDS-DDSを設定します。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）2

HDSデータベースの作成（73ページ）3
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タスク手順

管理およびデータサーバコンポーネントのイ

ンスタンスへの追加（74ページ）
4

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

5

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）6

HDSデータベースの作成

HDSデータベースを作成する管理およびデータサーバ上でこの手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ICMDBAツール]を開き、表示される警告のいずれにもはいをクリックします。

ステップ 2 サーバ >インスタンスに移動します。

ステップ 3 インスタンス名を右クリックし、作成を選択します。

ステップ 4 [コンポーネントの選択]ダイアログボックスで、管理およびデータサーバを選択します。[OK]
をクリックします。

ステップ 5 要求された場合「SQLServerが適切に設定されていません。今すぐ設定しますか？」には、は
いをクリックします。

ステップ 6 [設定]ダイアログボックスで、OKをクリックします。

ステップ 7 [AWタイプの選択]ダイアログボックスで、エンタープライズを選択します。OKをクリック
して、[データベースの作成]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 以下の通りに、HDSデータベースを作成します。

a) [DBタイプ]ドロップダウンリストで、 HDSを選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [デバイスの追加]ダイアログボックスで、データを選択します。
d) [利用可能なドライブ]リストから、データベースをインストールするドライブを選択し

ます。

e) [サイズ]フィールドでは、デフォルト値をそのまま使用することも、導入に沿った適切
なサイズを入力することもできます。

データベースサイズ推定ツールを使用すると、導入に適したサイズを計算でき

ます。

（注）

f) OKをクリックして、[データベースの作成]ダイアログボックスに戻ります。
g) [追加（Add）]をクリックします。
h) [デバイスの追加]ダイアログボックスで、ログを選択します。
i) [利用可能なドライブ]リストから、データベースを作成するドライブを選択します。
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j) [サイズ]フィールドでは、デフォルト値をそのまま使用することも、導入に沿った適切
なサイズを入力することもできます。

k) OKをクリックして、[データベースの作成]ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 9 [データベースの作成]ダイアログボックスで、作成するをクリックして、スタートをクリック
します。

ステップ 10 正常に作成が完了したメッセージが表示されたら、 OKをクリックして、閉じるをクリック
します。

管理およびデータサーバコンポーネントのインスタンスへの追加

手順

ステップ 1 Webセットアップツールを開きます。

ステップ 2 コンポーネント管理 >管理およびデータサーバを選択します。[追加（Add）]をクリックしま
す。

ステップ 3 展開ページで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 管理及びデータサーバの追加ページで以下の通り設定します。

a) エンタープライズをクリックします。
b) 展開サイズを選択します。

以下の管理およびデータサーバタイプは、小規模から中規模の展開サイズを選択します。

•管理サーバ、リアルタイムおよび履歴データサーバ、および詳細データサーバ
（AW-HDS-DDS）

以下の管理およびデータサーバタイプに大規模展開を選択します。

•管理サーバ、リアルタイムおよび履歴データサーバ（AW-HDS）

•履歴データサーバ（HDS）

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 サーバの役割で、以下のいずれかを実行します。

a) 小規模から中規模の展開で、管理サーバリアルタイムおよび履歴データサーバ、および
詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）を選択します。

b) 大規模展開で、展開内容に応じて、管理サーバとリアルタイムおよび履歴データサーバ
（AW-HDS）あるいは履歴および詳細データサーバ（HDS-DDS）を選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サイド Aまたはサイド Bのプライマリサーバとセカンダリサーバを指定します。

サイド Aまたはサイド Bサーバを指定するには、[管理およびデータサーバ接続]ページで、
以下を実行します。
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a) プライマリまたはセカンダリの管理およびデータサーバエリアの下で、デフォルトで、
プライマリオプションボタンが選択されています。

b) 管理およびデータサーバ接続エリアの下：

プライマリ管理およびデータサーバフィールドで、サイド Aサーバのホスト名を入力し
ます。

セカンダリ管理およびデータサーバフィールドで、サイド Bサーバのホスト名を入力し
ます。

プライマリおよびセカンダリ管理およびデータサーバの共通サイト名フィールドで、一

意の名前を入力します。

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 Database and Optionsページで、以下の通り設定します。

a) データベースを作成するドライブフィールドで「C」を選択します。
b) 設定管理サービス（CMS）ノードを確認します（オプション）。
c) Internet Script Editor（ISE）サーバを確認します（オプション）。
d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [Central Controller Connectivity]ページで、以下の通り設定します。

Pacakged CCE 4000エージェント展開では、ルータとロガーの IPアドレスは同じで
す。

（注）

a) ルータサイド Aには、ルータサイド Aの IPアドレスを入力します。
b) ルータサイド Bには、ルータサイド Bの IPアドレスを入力します。
c) ロガーサイド Aには、ロガーサイド Aの IPアドレスを入力します。
d) ロガーサイド Bには、ロガーサイド Bの IPアドレスを入力します。
e) セントラルコントローラのドメイン名を入力します。
f) セントラルコントローラサイド Aを優先するまたはセントラルコントローラサイド B
を優先するを選択します。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 概要ウィンドウで、[サービスアカウントの作成]オプションを選択して、以下の手順を実行
します。

a) ドメインユーザアカウントを作成します。作成したドメインユーザを入力します。
b) 有効なパスワードを入力します。
c) サマリーを確認して、終了をクリックします。

すべてのディストリビュータサービスおよびロガーサービスに同じドメインユーザ

アカウントを使用します。ロガーとディストリビュータに異なるドメインアカウント

を使用する場合は、ディストリビュータサービスのユーザアカウントがサイド Aと
サイド Bのローカルロガー UcceServiceグループに追加されていることを確認し
てください。

注意
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Packaged CCEの展開タイプの設定

Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000エージェントの展開タイプの設定の際は、メイ
ンサイトを追加しなければなりません。メインサイトには、0個以上の周辺機器セットが関連
付けられている場合があります。周辺機器セットは、例えば、Finesse、CVPなど、周辺機器
ゲートウェイ（周辺機器ゲートウェイ自体を含む）に依存するすべてのコンポーネントのコレ

クションです。周辺機器セットの追加方法については、周辺機器セットの追加と保守を参照し

てください。

4000エージェントまたは 12000エージェント展開タイプでのメインサイトの追加および保守

手順

ステップ 1 Unified CCE管理 >概要 >インフラストラクチャ設定 >展開設定に移動します。

ステップ 2 展開タイプの歯車のアイコンをクリックします。
展開の設定ウィザード画面が開きます。

ステップ 3 ドロップダウンリストで、展開タイプを Packaged CCE：4000エージェントまたは Packaged
CCE：12000 を千tなくします。

ステップ 4 ダウンロードテンプレートを使用して、選択した展開の種類の CSVテンプレートを取得しま
す。

ステップ 5 ファイルの詳細を入力して保存します。

表 2 : CSVテンプレートの詳細

許容値必須かどうか説明カラム

名前の先頭はアルファベットにする必要

があります。A～Z、0～ 9、ドット (.)、
またはハイフン (-)がサポートされていま
す。最大長は 128文字です。

はいマシン名[名前（Name）]
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許容値必須かどうか説明カラム

必須マシン：

• CCE_ROGGER（4000エージェント
展開に適用可）

• CCE_ROUTER（12000エージェント
展開に適用可）

• CCE_LOGGER（12000エージェント
展開に適用可）

• CCE_AW

• CUIC_PUBLISHER

• CUIC_SUBSCRIBER

• LIVE_DATA

• IDS_PUBLISHER

• IDS_SUBSCRIBER

オプションのマシン：

• CCE_PG

• CVP

• FINESSE_PRIMARY

• FINESSE_SECONDARY

• CM_PUBLISHER

• CM_SUBSCRIBER

• HDS

• ECE（ECEデータサーバを参照）

• ECE_WEB_SERVER

• CVP_REPORTING

• GATEWAY

• CVVB

• CUSP

• SOCIAL_MINER

• THIRD_PARTY_

MULTICHANNEL

はいマシンタ

イプ列挙

体名

マシンタイプ
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許容値必須かどうか説明カラム

有効な IPアドレスはいパブリッ

クアドレ

ス

publicAddress

userName=<user@domain.com>

&password=<pass>&port=<1234>

（注） •ユーザ名は「administrator」
です。

•ポートはオプションとなり
ます。ポートを指定しない

場合は、デフォルトのポー

トが使用されます。アンパ

サンド (&)および等号 (=)
が、ユーザ名文字列とパス

ワード文字列で使用され、

URLエンコーディングを使
用してエンコードする必要

があります。

• CCE_AWおよび
EXTERNAL_HDSのデ
フォルトポートは、

7890、
CUIC_PUBLISHER、
IDS_PUBLISHER、
LIVE_DATA、
CM_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY
は、8443、CVPおよび
CVP_REPORTINGは、
8111、
EXTERNAL_CVVB、
EXTERNAL_SOCIAL_MINER、
および
ECE_WEB_SERVER
は、443です。

• ECE_WEB_SERVERのアプ
リケーションインスタンス

を指定します。

AW、
CM_PUBLISHER、
CUIC_PUBLISHER、
FINESSE_PRIMARY、
ECE_WEB_SERVER、
CVP、
CVP_REPORTING、
IDS_PUBLISHER、
CUSP、ゲートウェ
イ、VVBおよび
SOCIAL_MINERの場
合は必須

マシンの

接続情報

connectionInfo
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許容値必須かどうか説明カラム

有効な IPアドレスROGGER、ルータ、
ロガー、およびPGで
は必須です。

プライ

ベートア

ドレス

privateAddress

名前はアルファベット（A～ Z）または
数字（0～ 9）で開始することができま
す。ドット (.)またはハイフン (-)がサポー
トされています。最大長は10文字です。

PG、CUCM、
Finesse、CVPに必須
です。

周辺機器

セット名

peripheralSetName

sideA

sideB
はいサイド情

報

side

ステップ 6 ファイルをアップロードして、次へをクリックします。

ステップ 7 検証が完了するまで待機します。次のタスクが実行されます。

自動初期化タスクコンポーネント

（Component）

• CUCM PIMを使用して CUCMペリフェラルゲートウェイ
（PG）を作成します。

•メディアルーティング PG（MR PG）を作成します。

• VRU PIMを使用して、VRU PGを作成します。

•各周辺機器のルーティングクライアントを作成します。

必要なラベルは、設定管理ツールの [ラベルリスト]
オプションで作成する必要があります。

（注）

Unified CCE PG

• Unified CVPコールサーバのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP VXMLサーバのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP Media Serverのコンポーネントを設定します。

Unified Customer Voice
Portal

Unified CVP Reporting Serverのコンポーネントを設定します（使
用する場合）。

Unified CVP Reporting
Server

ライブデータを再展開します。ライブデータ

実行されたタスクのいずれかが失敗した場合は、すべてのタスクが元に戻されます。（注）

検証が失敗した場合は、戻るをクリックしてファイル内の問題を修正し、もう一度ファイルを

アップロードして、完了をクリックします。
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これで、メインサイトが作成され、[インベントリ]ページに追加されます。

Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000エージェント展開のシステムインベントリ

Packaged CCE導入への変更が完了すると、インベントリにアクセスできます。

インベントリにアクセスするには、Unified CCE管理 >システム >展開に移動します。

導入タイプを選択または変更したとき、および定期的なシステムスキャンの後で、システム

インベントリの内容が更新されます。システムスキャンで Packaged CCEの要件に準拠しない
VMが検出されると、[導入の設定（Configure your deployment）]ポップアップウィンドウが自
動的に開き、エラーの詳細が示されます。エラーを修正し、展開の設定ポップアップウィン

ドウの入力を完了すると、再びインベントリにアクセスすることができます。

サーバステータスルールの詳細については、Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000
エージェント展開のサーバステータスルールの監視（82ページ）を参照してください。
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表 3 :システムインベントリのレイアウトとアクション

アクション注記項目

プリンシパル AWは必ず指定する必要がありま
す。展開時には、CSVファイルの最初のAWマシ
ンがプリンシパル AWとなります。

プリンシパル AWは以下の機能で使用されます。

•ファイル転送

•コンテキストサービス登録

• SSOの登録および有効化

•差分同期

導入後は、インベントリで別の AWを選択して、
プリンシパル AWを変更することができます。設
定変更のほとんどを行う AWをプリンシパル AW
として選択します。

プリンシパルAWを設定するには、以下の手順を
実行します。

1. [AW]をクリックして [AWの編集]ポップアッ
プウィンドウを開きます。

2. PrincipalAWチェックボックスをオンにしま
す。

3. Unified CCE診断フレームワークサービスの
クレデンシャルを入力します。

入力するUnifiedCCE診断フレームワークサー
ビスのクレデンシャルは、インスタンスの設

定セキュリティグループメンバーであるドメ

インユーザ向けである必要があります。クレ

デンシャルは展開内のすべてのCCEコンポー
ネント（ルータ、PG、AWなど）で有効な必
要があります。

各 Unified CCEサーバで Unified CCE診断フ
レームワークサービスが実行中であることを

確認します。

4. [保存（Save）]をクリックします。

同時にプリンシパル AW
にできるのは 1台の AW
マシンだけです。

プリンシパル

AWの設定
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Packaged CCEコンポーネントのパスワードを変更した場合は、システムインベントリ内の対
応する VMのパスワードを更新する必要があります。

（注）

Unified CCEインスタンスの追加

手順

ステップ 1 デスクトップのショートカットから、 Unified CCE Webセットアップツールを開きます。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてログインします。

ステップ 3 インスタンス管理をクリックして、追加をクリックします。

ステップ 4 インスタンスの追加ページで、ドロップダウンリストから顧客ファシリティとインスタンス
を選択します。

ステップ 5 インスタンス番号を入力します。

同じインスタンス名が1つのドメインに複数回出現する可能性があるため、インスタンス番号
によって一意性が保たれます。インスタンス番号は 0～ 24の範囲でなければなりません。イ
ンスタンス番号は、同じインスタンスに対して展開全体で一致している必要があります。エン

タープライズ（シングルインスタンス）展開の場合は、別の値を選択する理由がある場合以外

は、0を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

上記のインスタンスを追加する手順は、ICMコンポーネントをホストする各Windows
サーバ VMで繰り返す必要があります。

（注）

Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000エージェント展開のサーバステータスルールの監視

Packaged CCE 4000および 12000エージェント展開の場合、インベントリテーブルには、主要
な AWマシンのアラートアイコンが表示されます。アラートアイコンの上にマウスのカーソ
ルを合わせると、マシンのステータスが表示されます。

Cisco Unified Contact Center Enterprise PGの設定

周辺機器セットをメインサイトまたはリモートサイトに追加する毎に、以下の手順を繰り返

します。周辺機器セットの詳細については、周辺機器セットの追加と保守を参照してくださ

い。

（注）
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設定作業

周辺機器セットに CUCM PGが含まれている場合：

アプリケーションユーザの設定 （92ページ）

Unified Communications Manager、リリース 12.5への Cisco JTAPIクライアントのインストー
ル（83ページ）

CTIサーバの設定（84ページ）

周辺機器セットに VRU PGが含まれている場合は、手動で CVPサーバを再起動します。

周辺機器セットにMRPGが含まれている場合、メディアルーティングペリフェラルゲート
ウェイへの PIMの追加

Unified Communications Manager、リリース 12.5への Cisco JTAPIクライアントのインストール

以下の手順を実行できるのは、Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5に接続する
ために JTAPIクライアントをインストールする場合のみです。

始める前に

JTAPIクライアントをインストールする前に、以前のバージョンがアンインストールされてい
ることを確認してください。

手順

ステップ 1 PGマシン上でブラウザウィンドウを開きます。

ステップ 2 UnifiedCommunicationsManagerAdministrationアプリケーションを起動するには、各コールサー
バのWebブラウザに以下の URLを入力します。http://<Unified Communications Managerマシン
名>/ccmadmin

ステップ 3 UnifiedCommunicationsManagerのインストールおよび設定時に作成したユーザ名とパスワード
を入力します。

ステップ 4 アプリケーション >プラグインを選択します。[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 Cisco JTAPI（Windows）のダウンロードのよこにあるリンクをクリックします。. 64ビット
版のみをダウンロードします。

32ビット版のみをダウンロードします。

ステップ 6 保存を選択して、プラグインファイルを任意の場所に保存します。

ステップ 7 JTAPIプラグインの zipファイルをデフォルトの場所または選択した場所で解凍します。

解凍されたフォルダには、CiscoJTAPIx32とCiscoJTAPIx64の 2つのフォルダが作成され
ます。

ステップ 8 CiscoJTAPIx32フォルダで install32ファイルを実行します。
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インストーラーが JTAPIクライアントをインストールするデフォルトの場所を控えておきま
す。

ステップ 9 デフォルトのインストールパスをそのまま使用する場合は、[入力（Enter）]をクリックして
続行します。

指示に従って操作します。手順に従って、必要に応じて入力をクリックします。

プロンプトが表示されたら、TFTPサーバの IPアドレスを指定します。4000および 12000展開
の場合、IPアドレスは、CUCM PIMで提供されている CUCM IPアドレスと同じでなければな
りません。

JTAPIクライアントのインストールは、デフォルトの場所で完了します。次のメッセージが表
示されます。

ステップ 10 マシンをリブートします。

次のタスク

JTAPIクライアントがインストールされているデフォルトの場所には、uninstall32ファイ
ルも含まれています。このファイルは、必要に応じて、このバージョンのクライアントをアン

インストールするために使用します。

（注）

CTIサーバの設定

PGセットアップツールを使用して CTIサーバをセットアップします。

CTIサーバコンポーネントの追加

手順

ステップ 1 デスクトップ上の Unified CCEツールから周辺機器ゲートウェイセットアップツールを開き
ます。

ステップ 2 インスタンスコンポーネントセクションで、追加をクリックします。

ICMコンポーネント選択ダイアログボックスが開きます。

ステップ 3 CTIサーバをクリックして、OKをクリックします。

CTIサーバのプロパティダイアログボックスが開きます。
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CTIサーバプロパティの設定

手順

ステップ 1 Unified CCEサポートプロバイダが特に指定しない限り、CTIサーバのプロパティダイアログ
ボックスで、実稼働モードおよびシステム起動時の自動開始をオンにします。上記の設定に

より、CTIサーバサービスの起動タイプが [自動]に設定されるため、マシンの起動時に CTI
サーバが自動的に起動します。

ステップ 2 冗長 CTIサーバマシンを設定する場合は、デュプレックス CTIサーバオプションをオンにし
ます。

ステップ 3 [CGノードプロパティ]セクションで、CGノードのIDの数字部分は、PGノード IDと一致し
ていなければなりません（例えば、CG 1と PG 1等）。

ステップ 4 ICMシステム IDは、CTIゲートウェイに関連付けられている PGのデバイス管理プロトコル
（DMP）番号です。通常、この番号は、ステップ 3の CG IDに関連付けられた番号です。

ステップ 5 追加する CTIサーバがデュプレックスの場合、サイド Aまたはサイド Bのどちら側を設定す
るかを指定します。CTIサーバがシンプレックスの場合は、サイド Aを選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

CTIサーバコンポーネントのプロパティダイアログボックスが開きます。

CTIサーバプロパティの設定

CTIサーバコンポーネントの [プロパティ]ダイアログボックスでは、以下の接続モードをサ
ポートしています。

•セキュアまたはセキュアでない接合（混合モード）：CTIサーバとCTIクライアント間で
は、セキュアまたは非セキュア接続が許可されます。

•セキュア専用接続：CTIサーバと CTIクライアント間でセキュアな接続を許可します。

非セキュア専用モードはサポートされません。重要

コンポーネント間の安全な接続を有効にするには、セキュリティ証明書管理プロセスが完了し

ていることを確認してください。

（注）

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlでCisco Unified
ICM/Contact Center Enterpriseセキュリティガイドを参照してください。

[CTIサーバコンポーネントのプロパティ]ダイアログボックスで、セットアップが自動的に
デフォルトのセキュアな接続ポートおよび非セキュアな接続ポートの値を表示します。これ
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らの値を使用するか、必要なポート番号に変更します。CTIクライアントは、これらのポート
を使用して CTIサーバに接続します。

単一のマシンで複数 CTIサーバを稼働している場合は、各 CTIサーバは、セキュアな接続お
よび混合モード接続に別のポート番号セットを使用しなければなりません。

手順

ステップ 1 適切な接続タイプを選択します。

a) セキュアな接続の場合は、セキュア専用モードチェックボックスをオンにします。

このオプションは、非セキュア接続ポートフィールドを無効にします。

b) 混合モード接続の場合は、セキュア専用モードを有効にするチェックボックスをオフに
します。

これはデフォルトの接続モードです。

ステップ 2 クライアントがCTIサーバからイベントを受信する前にエージェントがクライアントにログイ
ンしていることを確認するには、クライアントイベントに対して必要なエージェントログイ

ンチェックボックスをオンにします。これにより、クライアントは、他のエージェントのデー

タにアクセスできなくなります。

ステップ 3 次へをクリックします。

[CTIサーバネットワークインターフェイスのプロパティ]ダイアログボックスが開きます。

CTIサーバネットワークインターフェイスプロパティの設定

手順

ステップ 1 CTIサーバネットワークインターフェイスのプロパティダイアログボックスの PGパブリッ
クインターフェイスセクションで、CTIサーバに関連付けられたPGのパブリックネットワー
クアドレスを入力します。

ステップ 2 CGプライベートインターフェイスセクションで、CTIサーバのプライベートネットワーク
アドレスを入力します。

ステップ 3 CG可視インターフェイスセクションで、CTIサーバのパブリックネットワークアドレスを
入力します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

設定情報確認ウィンドウが開きます。
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CTIサーバのセットアップの完了

手順

ステップ 1 [設定情報の確認]ウィンドウで、設定が意図した通りに表示されていることを確認します。先
に進む前に設定を変更する場合は、戻るボタンを使用します。

ステップ 2 設定が正しい場合は、完了をクリックします。

ステップ 3 最後の画面には、ノードマネージャをすぐに起動するかどうかの確認が表示されます。

ステップ 4 完了をクリックして、セットアップを終了します（必要に応じてノードマネージャを起動し
ます）。

起動を選択した場合、ノードマネージャがCTIサーバ上の他のUnified CCEプロセスを自動的
に開始します。

Cisco Unified Customer Voice Portalの設定
Packaged 4000エージェントあるいは 12000エージェント展開のための Cisco Unified Customer
Voice Portal（CVP）の設定タスクの概要を以下の表に示します。

CVP設定は、サイトによって異なります。サイト毎にサイド Aおよびサイド Bの設定が同じ
である必要があります。

（注）

設定作業

CAのセキュリティの詳細については、以下を参照してください。Unified CVPセキュリティ

自己署名付き証明書の詳細については、以下を参照してください。 Cisco Unified CVPサーバ
にプリンシパル AW証明書を追加します。

コールサーバサービスの設定

メディアサーバの設定

SNMPの設定（87ページ）

ライセンス管理（90ページ）

SNMPの設定

CiscoCustomerVoice Portal（CVP）サーバからSNMPトラップを受信するには、SimpleNetwork
Management Protocol（SNMP）の設定を使用します。設定ファイルを使用してCVPサーバでこ
の設定を行うことができます。
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手順

ステップ 1 管理者クレデンシャルを使用して、SCVMMサーバにログインします。

ステップ 2 C:\Cisco\CVP\conf\SNMPD.CNFに移動します。

ステップ 3 SNMP設定を行うには、以下のパラメータを入力します。

パラメータ値を改行しないで 1行で入力します。（注）

表 4 : SNMP設定パラメータ

書式説明パラメータ

snmpCommunityEntry <snmpCommunityIndex>

<snmpCommunityName>
<snmpCommunitySecurityName>
<snmpCommunityContextEngineID>
<snmpCommunityContextName>
<snmpCommunityTransportTag>
<snmpCommunityStorageType>

例：

v2ccvp cvp cvp localSnmpID - - readOnly

SNMP管理ステーションと通
信する V1/V2 SNMPプロトコ
ルを使用するために Unified
CVPデバイス上で実行する
SNMPエージェントを設定し
ます。SNMPV1/V2cコミュニ
ティストリングを追加および

削除し、SNMP管理ステー
ションから SNMP通知を受信
する宛先を設定して、コミュ

ニティストリングとデバイス

を関連付けます。

snmpCommunityEntry

vacmSecurityToGroupEntry
<vacmSecurityModel>
<vacmSecurityName> <vacmGroupName>
<vacmSecurityToGroupStorageType>

例：

vacmSecurityToGroupEntry snmpv2c cvp
v2cNoAuthNoPrivGroup nonVolatile

V1または V2C SNMPプロト
コルの認証グループを設定し

ます。

vacmSecurityToGroupEntry

snmpNotifyEntry <snmpNotifyName>
<snmpNotifyTag> <snmpNotifyType>
<snmpNotifyStorageType>

例：

snmpNotifyEntry Descvp Descvp-TrapTag
trap readOnly

V1または V2 SNMPプロトコ
ルを使用して SNMP管理ス
テーションと通信するよう

に、UnifiedCVPデバイスで実
行される SNMPエージェント
を設定し、SNMP管理ステー
ションから SNMP通知を受信
するように宛先を設定しま

す。

snmpNotifyEntry
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書式説明パラメータ

usmUserEntry <usmUserEngineID>
<usmUserName> <usmUserAuthProtocol>
<usmUserPrivProtocol>
<usmUserStorageType>
<usmTargetTag> <AuthKey> <PrivKey>

例：

usmUserEntry localSnmpID cvp
usmNoAuthProtocol
usmNoPrivProtocol readOnly

V3SNMPプロトコルを使用し
て SNMP管理ステーションと
通信するように、UnifiedCVP
デバイスで実行される SNMP
エージェントを設定します。

SNMPユーザを追加および削
除し、アクセス権限を設定

し、SNMPユーザをデバイス
に関連付けます。

usmUserEntry

snmpNotifyEntry <snmpNotifyName>
<snmpNotifyTag>
<snmpNotifyType>
<snmpNotifyStorageType>

例：

snmpNotifyEntry Descvp Descvp-TrapTag
trap readOnly

V3SNMPプロトコルを使用し
て SNMP管理ステーションと
通信するように、UnifiedCVP
デバイスで実行される SNMP
エージェントを設定し、SNMP
管理ステーションから SNMP
通知を受信するように宛先を

設定します。

snmpNotifyEntry

<octetString>

例：

MIBLoc

MIB2システムグループのシ
ステムロケーション設定を構

成し、MIB2システムグルー
プとデバイスを関連付けま

す。

sysLocation

<octetString>

次に例を示します。

MIBContact

MIB2システムグループのシ
ステムコンタクト設定を構成

し、MIB2システムグループ
とデバイスを関連付けます。

sysContact

snmpTargetAddrEntry
<snmpTargetAddrName>
<snmpTargetAddrTDomain>
<snmpTargetAddrTAddress>
<snmpTargetAddrTimeout>
<snmpTargetAddrRetryCount>
<snmpTargetAddrTagList>
<snmpTargetAddrParams>
<snmpTargetAddrStorageType>
<snmpTargetAddrTMask>
<snmpTargetAddrMMS>

例：

snmpTargetAddrEntry targetDesV2-Addr1

snmpUDPDomain 10.100.10.100:0 0 0 \
targetDesV2-TrapTag
targetDesV2-TrapParams readOnly
255.255.255.255:0 2048

SNMPトラップレシーバの
ターゲット IPを設定します。

snmpTargetAddrEntry
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ステップ 4 変更を保存します。

ステップ 5 サービスに移動し、Cisco CVP SNMP 管理を再起動します。

ライセンス管理

CVPサーバ（コールサーバまたはレポートサーバ）でライセンスを設定するには、以下の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 CVPサーバ（コールサーバまたはレポートサーバ）にログインします。

ステップ 2 ライセンスファイルを C:\Cisco\CVP\conf\licenseにコピーします。

ステップ 3 対応するサーバを再起動します。

Cisco Unified Communications Managerの設定
Packaged CCE 4000エージェントあるいは 12000エージェント展開のための Cisco Unified
Communications Managerの設定タスクの概要を以下の表に示します。

.

タスク

CAおよび自己署名付き証明書の詳細については、以下を参照してください。 CUCM上の通
信のセキュリティ保護

アプリケーションユーザの設定 （92ページ）

完全修飾ドメイン名の設定（26ページ）

Cisco Unified Communications Managerグループの設定（26ページ）

デバイスプールの設定 （91ページ）

会議ブリッジの設定（27ページ）

メディアターミネーションポイントの設定（28ページ）

Unified CMと IOSゲートウェイでのトランスコーダの設定（28ページ）

メディアリソースグループの設定（29ページ）

メディアリソースグループリストの設定および関連付け（30ページ）

CTIルートポイントの設定（30ページ）
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タスク

エンタープライズパラメータの設定 （91ページ）

ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレスゲートウェイの設定

（31ページ）

ルートグループの設定（31ページ）

Unified CMでの SIPプロファイルの追加（33ページ）

トランクの設定（33ページ）

サービスのアクティブ化（34ページ）

エージェントデスクの設定（93ページ）

A-Lawコーデックの設定（94ページ）

SNMPの設定（95ページ）

デバイスプールの設定

デバイスプールを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システム >デバイスプールを選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 デバイスプール名に適切なデバイスプール名を指定します。

ステップ 4 対応するコール管理グループを Cisco Unified Communications Managerグループで選択しま
す。

ステップ 5 適切な日付および時刻グループと地域を選択します。

ステップ 6 適切なメディアリソースグループリストをメディアリソースグループリストから選択しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

エンタープライズパラメータの設定

手順

ステップ 1 システム >エンタープライズパラメータを選択します。
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ステップ 2 クラスタの完全修飾ドメイン名を設定します。

例：

ccm.hcscc.icm

クラスタの完全修飾ドメイン名は、Unified CVPで定義されている Unified
Communications Managerサーバグループの名前です。

（注）

アプリケーションユーザの設定

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerで、ユーザ管理 >アプリケーションユーザを選択します。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウで、[新規追加
（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 周辺ゲートウェイのセットアップで設定されたユーザ IDを入力します。

周辺機器セットの作成時に、Pguserは PIMに設定されます。（注）

ステップ 4 パスワードを入力します。

ステップ 5 CUCM PIM用の周辺機器ゲートウェイの設定にに同じパスワードセットを入力する必要があ
ります。

ステップ 6 アプリケーションユーザを次のとおり有効な標準 CTIグループおよびロールに追加します。

a) [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックしま
す。

b) 標準 CTIを有効にするグループを選択します。
c) 標準 CTI Connected Xferおよび confをサポートする電話制御を許可するグループを選択
します。

d) 標準 CTIロールオーバーモードをサポートする電話制御を許可するグループを選択しま
す。

e) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 アプリケーションユーザに CTIルートポイントと電話を関連付けます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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エージェントデスクの設定

手順

ステップ 1 Configuration Managerで、 ICMの設定 > Enterprise >エージェントデスクの設定 >エージェン
トデスクの設定リストを選択します。

[エージェントデスク設定リスト]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 取得をクリックして、追加をクリックします。

ステップ 3 [属性]タブに情報を入力します。

名前。企業内で一意になるように、エージェントデスクの設定名を入力します。

応答なしの呼び出し時間。エージェントのステーションで呼び出し音が鳴る秒数（1〜 120の
間の値）を入力します。Unified CVPを展開する場合は、この数が、Unified CVPで設定した
ルータ再クエリの [応答なし]タイムアウトに設定した数よりも小さいことを確認してくださ
い。

このタイマーを設定する場合、エージェントがログインせずに使用させる場合を除き、Unified
CommunicationsManagerのエージェント内線番号に対して、無応答時のUnifiedCommunications
Managerの自動転送を設定する必要はありません。Unified CommunicationsManagerの無応答時
転送を設定した場合は、各UnifiedCommunicationsManagerノードで無応答時の呼び出し時間よ
り少なくとも 3秒長い値を入力します。

応答なしの呼び出しダイヤル番号。エージェントが応答していないコールの再ルーティングに

使用するルーティングスクリプトに関連付けられているUnifiedCCEDNを入力します。Unified
CVPを導入する場合は、このフィールドは空白のままにします。

ログアウト非アクティビティ時間. Unified CCEがエージェントを自動的にログアウトさせる前
にエージェントが非対応状態を継続する時間（10 ~ 7200秒）を入力します。

着信時の作業モード。着信コールの後に後処理が必要かどうかを選択します。ドロップダウン

リストからオプションを選択します。

発信時の作業モード。発信コールの後に後処理が必要かどうかを選択します。ドロップダウン

リストからオプションを選択します。

後処理時間。エージェントにコールの後処理として割り当てられた時間（秒単位）。

アシストコール方法。スーパーバイザアシスタンスの要求に関して、Unified CCEが相談コー
ルまたは匿名会議通話を作成するかを指定します。

緊急アラート方法。緊急コールの要求に関して、UnifiedCCEが相談コールまたは匿名会議通話
を作成するかを選択します。

コールが VRU上にキューイングされる可能性がある場合、ブラインド会議はサポートされま
せん。

説明。エージェントデスクの設定に関する追加のオプション情報を入力します。

ステップ 4 以下のボックスを使用して、その他の設定を選択または選択解除します。
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自動応答。エージェントへのコールが自動的に応答されることを示します。コールに応答する

ためにエージェントが何らかのアクションを実行する必要はありません。コール中に2番目の
コールが着信した場合、そのコールは自動的には応答されません。これは、Unified
Communications Managerの場合と同じ動作です。

自動応答を有効にする場合は、Unified Communications Managerで、スピーカーフォンまたは
ヘッドセット（またはその両方）をオンにするようにエージェントの電話機を設定する必要が

あります。ヘッドセットのみをオンにする場合は、エージェントが電話機の [ヘッドセット]
ボタンをオンにする必要もあります。

自動応答が選択されているマルチ回線対応環境では、非 ACD回線でコールを受信した場合、
そのコールは自動応答しません。ただし、[UnifiedCommunicationsManager]自動応答をオンに
すると、コール応答します。

アイドル状態の理由を要求する。エージェントはアイドル状態に入る前に待受停止の理由を入

力する必要があることを示します。

ログアウトの理由が必要。エージェントはアイドル状態に入る前に待受停止の理由を入力する

必要があることを示します。

緊急時の自動記録。緊急コール要求の開始時に、レコードリクエストが自動的に送信されるこ

とを示します。

Cisco Unified Mobile Agent（チェックボックス）。Unified Mobile Agent機能を有効にして、
エージェントがリモートログインして、どの電話機でもコールを受信することができるように

します。UnifiedMobileAgentの詳細については、https://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/
ps1844/products_feature_guides_list.htmlの Cisco Unified Contact Center Enterprise機能ガイドを参
照してください。

ステップ 5 保存をクリックして、閉じるをクリックします。

A-Lawコーデックの設定

Unified Communications Managerを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システムをクリックします。

ステップ 2 サービスパラメータを選択します。

ステップ 3 サーバを選択します。

ステップ 4 サービスを Cisco Call Manager（有効）として選択します。

ステップ 5 クラスタ全体のパラメータ（システム：場所と地域）の下で、以下を確認します。

• G.711 A-lawコーデックを有効にするが有効になっていること。

• G 7.11 mu-lawコーデックが無効になっていること。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SNMPの設定

手順

ステップ 1 管理者クレデンシャルを使用して、Cisco Unified Serviceability(https://hostname of primary
server/ccmservice )にログインしていること。

ステップ 2 [SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティストリング（Community String）]の順に選択します。

ステップ 3 サーバドロップダウンリストで、コミュニティ文字列を設定するサーバを選択して、検索をク
リックします。

ステップ 4 新規追加をクリックして、新しいコミュニティ文字列を追加します。

a) コミュニティ文字列を入力します。

例：

publicを使用してデバイスへのアクセスを試みます。
b) ホスト IPアドレス情報フィールドで、任意のホストからの SNMPパケットを受け入れる
を選択します。

c) アクセス権限ドロップダウンリストで、ReadWriteNotifyオプションを選択します。
d) すべてのノードに適用チェックボックスをオンにして、クラスタのすべてのノードにコ
ミュニティ文字列を適用します。

情報メッセージが表示されます。

e) [OK]をクリックします。
f) [保存（Save）]をクリックします。

SNMPマスターエージェントを再起動するまで変更が有効にならないことを示すメッセー
ジが表示されます。SNMPマスターエージェントを再起動せずに設定を続行するには、
[キャンセル（Cancel）]をクリックします。SNMPマスターエージェントサービスを再起
動するには、[OK]をクリックします。

g) [OK]をクリックします。

ステップ 5 [SNMP] > [V1/V2c] > [通知先（Notification Destination）]の順に選択します。

ステップ 6 サーバドロップダウンリストで、通知先を設定するサーバを選択して、検索をクリックしま
す。

ステップ 7 新しい SNMP通知先を追加するには、新規追加をクリックします。

a) [ホスト IPアドレス ]ドロップダウンリストから、[新規追加 (AddNew)]を選択します。
b) ホスト IPアドレスフィールドに、Prime Collaborationサーバの IPアドレスを入力しま

す。

c) ポート番号フィールドで、通知を受信するポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号は、162です。（注）
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d) SNMPバージョン情報フィールドで、SNMPバージョン、V2Cを選択します。
e) 通知タイプ情報フィールドで、通知タイプドロップダウンリストからトラップを選択

します。

f) [コミュニティ文字列情報 ]フィールドで、コミュニティ文字列ドロップダウンリスト
から、ステップ 4で作成したコミュニティ文字列を選択します。

g) すべてのノードに適用チェックボックスをオンにして、すべてのノードにコミュニティ

文字列を適用します。

情報メッセージが表示されます。

h) [OK]をクリックします。
i) [挿入（Insert）]をクリックします。

SNMPマスターエージェントを再起動するまで変更が有効にならないことを示すメッセー
ジが表示されます。SNMPマスターエージェントを再起動せずに設定を続行するには、
[キャンセル（Cancel）]をクリックします。SNMPマスターエージェントサービスを再
起動するには、[OK]をクリックします。

j) [OK]をクリックします。

Cisco Unified Intelligence Centerの設定
この順序に従って、Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000エージェント展開のための
Cisco Unified Intelligence Centerを設定します。

タスク手順

セキュリティ証明書の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-intelligence-center/
products-user-guide-list.htmlの Cisco Unified
Intelligence Centerユーザガイドを参照してく
ださい。

1

Unified Intelligence Center外部HDSデータソー
スの設定（36ページ）

2

レポートバンドルのダウンロード（37ペー
ジ）

3

レポートバンドルのインポート（38ページ）4

Unified Intelligence Center Administrationの設定
（39ページ）

5
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Cisco Finesseの設定
以下の手順に従って、Packaged CCE 4000エージェントおよび 12000エージェント展開用の
Cisco Finesseを設定します。

タスク手順

CA証明書の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlの Cisco
Finesse管理ガイドを参照してください。

1

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 Finesse証明書をAWマ
シンに追加します

2

インフラストラクチャ設定 > デバイス設定 >
Finesseに移動して設定し、Finessサーバのサ
イトおよび周辺機器セットを選択します。

Contact Center Enterprise管理およびデータサー
バの設定の構成

でのContact Center Enterprise CTIサーバ設定の
設定

3

ライブデータレポートのためのコンタクトセ

ンターエージェントおよびルーティングの設

定（41ページ）

4

Cisco Tomcatサービスを再起動します。（97
ページ）

5

ライブデータレポート（41ページ）6

SNMPの設定（95ページ）7

Cisco Tomcatサービスを再起動します。

Contact Center Enterprise管理サーバ設定でいずれかの値を変更して保存したら、プライマリ
Cisco Finesseサーバで Cisco Tomcat Serviceを再起動する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Tomcatサービスを停止するには、utils service stop Cisco Tomcatコマンドを入力します。
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ステップ 2 Cisco Tomcatサービスを開始するには、utils service start Cisco Tomcatコマンドを入力します。

Cisco Finesse管理の設定

• CA証明書の取得およびアップロード（98ページ）

• Cisco Finesse用自己署名証明書の信頼 （99ページ）

• Internet Explorerのブラウザ設定 （101ページ）

CA証明書の取得およびアップロード

この手順は、HTTPSを使用している場合にのみ適用されます。

この手順は任意です。HTTPSを使用している場合、CA証明書を取得してアップロードする
か、Cisco Finesseで提供される自己署名証明書を使用するかを選択できます。

（注）

Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理を開くには、以下の URLをブラウザに入力し
ます。https://hostname of primary Finesse server/cmplatform。

Cisco Finesseのインストール時に作成されたアプリケーションユーザアカウントのユーザ名
とパスワードを使用してログインします。

手順

ステップ 1 以下の通り CSRを生成します。

a) セキュリティ >証明書管理 > CSRの生成を選択します。
b) [証明書名]ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。
c) [CSRの生成（Generate CSR）]をクリックします。

ステップ 2 CSRをダウンロードします。

a) セキュリティ >証明書管理 > CSRのダウンロードを選択します。
b) [証明書名]ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。
c) [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックします。

ステップ 3 CSRを使用して、認証局から署名付きのアプリケーション証明書とCAルート証明書を取得し
ます。

ステップ 4 証明書を受け取ったら、セキュリティ >証明書管理 >証明書のアップロードを選択します。

ステップ 5 ルート証明書をアップロードします。

a) 証明書名ドロップダウンリストで、tomcat-trustを選択します。
b) ファイルのアップロードフィールドで、参照をクリックして、ルート証明書ファイルを
アップロードします。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
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ステップ 6 アプリケーション証明書をアップロードします。

a) 証明書名ドロップダウンリストで、tomcatを選択します。
b) ルート証明書フィールドで、CAルート証明書名を入力します。
c) ファイルのアップロードフィールドで、参照をクリックして、ルート証明書ファイルを
アップロードします。

d) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 7 アップロードが完了したら、Cisco Finesseからログオフします。

ステップ 8 プライマリ Cisco Finesseサーバで CLIにアクセスします。

ステップ 9 utils service restartCisco FinesseNotification Serviceコマンドを入力して、Cisco FinesseNotification
サービスを再起動します。

ステップ 10 utils service restart Cisco Tomcatコマンドを入力して、Cisco Tomcatサービスを再起動します。

ステップ 11 セカンダリCisco Finesseサーバにルート証明書およびアプリケーション証明書をアップロード
します。

セカンダリサーバのCisco Unifiedオペレーティングシステム管理を開くには、以下
の URLをブラウザに入力します。https://hostname of secondary Finesse
server/cmplatform

（注）

ステップ 12 セカンダリCisco FinesseサーバのCLIにアクセスし、Cisco FinesseNotificationサービスとCisco
Tomcatサービスを再起動します。

Cisco Finesse用自己署名証明書の信頼

構成設定を定義したら、CSAを無効にしてサービスを再起動します。権限を持つエージェント
は、Cisco Finesse Agent Desktopにログインすることができます。

Cisco Finesseを再起動すると、すべてのサーバ関連のサービスの再起動に約 6分かかります。
そのため、6分待ってからデスクトップへのログインを試みてください。

手順

ステップ 1 ブラウザに次の URLを入力します。http://Finesse サーバのホスト名/。

ステップ 2 HTTPSを使用して管理コンソールに最初にアクセスする際、CiscoFinesseに付属の自己署名証
明書を信頼するように促されます。サポートされる各ブラウザでの手順を下記の表で説明しま

す。

HTTPを使用している場合、または CA証明書をインストールしている場合は、自己
署名付き証明書を信頼するように求められることはありません。エージェント ID、
パスワード、および内線番号を入力してログインをクリックします。

（注）
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説明ブラウザ

Internet
Explorer

1. Webサイトのセキュリティ証明書に問題があることを示すページが表示さ
れます。このサイトの閲覧を続行する（推奨されません）をクリックしま

す。このアクションでは、Agent Desktopのサインインページが開きます。

証明書エラーはブラウザのアドレスバーに表示されます。

2. [証明書エラー（Certificate Error）]をクリックし、[証明書の表示（View
Certificates）]をクリックすると、[証明書（Certificate）]ダイアログボック
スが開きます。

3. [証明書]ダイアログボックスで、証明書のインストールをクリックして [証
明書インポートウィザード]を開きます。

4. [次へ（Next）]をクリックします。

5. [すべての証明書を次のストアに配置（Place all certificates in the following
store）]を選択し、[参照（Browse）]をクリックします。

6. [信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification Authorities)]を選択
し、[OK]をクリックします。

7. [次へ（Next）]をクリックします。

8. [完了（Finish）]をクリックします。

9. 証明書をインストールするかどうかを尋ねる [セキュリティ警告]ダイアロ
グボックスが表示されたら、はいをクリックします。

インストール後、正常にインストールされたというメッセージが表示され

ます。

10. [OK]をクリックします。

11. エージェント ID、パスワード、および内線番号を入力してログインをク
リックします。

Mozilla
Firefox

1. この接続が信頼できないことを示すページが表示されます。

2. [リスクを理解します（I Understand theRisks）]をクリックし、[例外の追加]
（Add Exception）]をクリックします。

3. セキュリティ例外の追加ダイアログボックスで、例外を恒久的に保存する
チェックボックスがオンになっていることを確認します。

4. [セキュリティ例外の確認（Confirm Security Exception）]をクリックします。

この接続が信頼できないことを示すページが自動的に閉じられ、エージェン

トデスクトップが開きます。
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説明ブラウザ

5. エージェント ID、パスワード、および内線番号を入力してログインをクリッ
クします。

Internet Explorerのブラウザ設定

次のプライバシーと詳細設定を設定します。

始める前に

Internet Explorerを使用して Cisco Finesseデスクトップにアクセスする場合、Cisco Finesseのす
べての機能が正しく動作するためにブラウザで以下の設定を行う必要があります。

•ポップアップブロッカを無効にします。
•デスクトップが互換表示で実行されていないことを確認します。Cisco Finesseでは、互換
表示はサポートされていません。

手順

ステップ 1 ブラウザのメニューバーで、ツール >インターネットオプションを選択します。

ステップ 2 プライバシータブをクリックして、サイトをクリックします。

ステップ 3 アドレスフィールドで、Cisco Finesseサーバのサイド Aのドメイン名を入力します。

ステップ 4 [許可（Allowed）]をクリックします。

ステップ 5 アドレスフィールドで、Cisco Finesseサーバのサイド Bのドメイン名を入力します。

ステップ 6 許可をクリックして OKをクリックします。

ステップ 7 インターネットオプションのダイアログボックスの詳細設定タブをクリックします。

ステップ 8 セキュリティペインで、証明書アドレスの不一致について警告するチェックボックスをオフ
にします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次のタスク

ユーザがサインインできるようにするには、次のセキュリティ設定を有効にします。

• Run ActiveX controls and plug-ins
• Script ActiveX controls marked as safe for scripting
• Active scripting

設定を有効にするには、以下の手順を実行します。

1. ブラウザのメニューバーで、ツール >インターネットオプションを選択します。
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2. セキュリティタブを選択し、カスタムレベルをクリックします。
3. ActiveXコントロールおよびプラグインで、ActiveXコントロールとプラグインを実行する
およびスクリプトを実行しても安全とマークされたActiveXコントロールのスクリプトを
有効にします。

4. スクリプトで アクティブスクリプトを有効にします。

ライブデータの設定

タスク手順

ライブデータの初期設定（102ページ）1

ライブデータの設定（102ページ）2

CAおよび自己署名付き証明書の詳細について
は、以下を参照してください。 Live Dataの証
明書

3

AWのライブデータの設定（102ページ）4

ライブデータマシンサービスの設定（104
ページ）

5

Unified Intelligence Centerデータソースの設定
（105ページ）

6

ライブデータの再起動（105ページ）7

ライブデータの初期設定

Packaged CCE 4000および 12000エージェント展開でライブデータが動作するには、サイド A
およびサイド Bの Loggerで以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\icm\installフォルダに移動します。

ステップ 2 LiveDataMachineServiceCorrection.sqlファイルを実行します。

AWマシンから、ローカルデータベースの初期化ツールを実行します。（注）

AWのライブデータの設定

AWを使用してライブデータを設定すると、プライマリ AWデータベースとセカンダリ AW
DBにアクセスすることができます。このコマンドは、プライマリまたはセカンダリ AWへの
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接続を自動的に検証し、設定されたユーザがAWデータベースへの適切なアクセス権を持って
いるかどうかを確認して、その結果を報告します。

検証を実行しない場合は、オプションのテスト省略（skip-test）パラメータを使用して、テス
トを実行しない設定にすることができます。「skip-test」パラメータを含める場合、設定され
たユーザに適切な AW DBアクセスがあるかどうかはコマンドによって確認されず、結果が報
告されません。

パブリッシャおよびサブスクライバの両方で AW DBを設定する必要はありません。この設定
は、パブリッシャおよびサブスクライバで複製されます。

（注）

始める前に

ライブデータを設定する前に、まず（特別な権限を持つ）SQLユーザがライブデータを取り
扱えるように設定する必要があります。

SQL管理者ユーザ「sa」または sysadmin権限を持つユーザは、以下の SQLクエリをライブ
データを使用するように設定された SQLユーザのマスターシステムデータベース上で実行す
る必要があります。

USE master
GO
GRANT CONTROL ON CERTIFICATE :: UCCESymmetricKeyCertificate TO "<user>"
GRANT VIEW DEFINITION ON SYMMETRIC KEY :: UCCESymmetricKey TO "<user>"

手順

ステップ 1 ライブデータサーバにログインします。

ステップ 2 以下のコマンドを実行し、プライマリAWDBを使用してライブデータを設定します。このコ
マンドは、ライブデータからの接続を自動的に検証して、ユーザの権限を確認し、結果を表示

します。

（「skip-test」のパラメータはオプションです。検証を実行しない場合にのみ、含めます。）

set live-data aw-access primary addr port db user [skip-test]

ステップ 3 以下のコマンドを実行して、セカンダリAWDBを使用してライブデータを設定します。この
コマンドは、ライブデータからの接続を自動的に検証して、ユーザの権限を確認し、結果を表

示します。

（「skip-test」のパラメータはオプションです。検証を実行しない場合にのみ、含めます。）

set live-data aw-access secondary addr port db user [skip-test]
必要があれば、随時以下のコマンドを実行して、ライブデータからプライマリおよびセカンダ

リ AW DBに設定した AW設定を表示して検証することができます。

（「skip-test」のパラメータはオプションです。検証を実行しない場合にのみ、含めます。）
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show live-data aw-access [skip-test]

ライブデータマシンサービスの設定

このコマンドは、ライブデータマシンサービスが配置される AWを示します。

set live-datamachine-servicesを実行する際は常に、set live-data cuic-datasourceを実行して、Unified
Intelligence Centerのライブデータソースを再設定します。Unified Intelligence Centerデータ
ソースの設定（105ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 ライブデータサーバにログインします。

ステップ 2 以下のコマンドを実行して、ライブデータマシンサービスを設定します。

set live-data machine-services awdb-user

書き込みアクセス権限を持つ AWデータベースドメインユーザをuser@domainの形式で指
定します。ドメインは完全修飾ドメイン名（FQDN）で、ユーザ名はユーザプリンシパル名を
使用します。ユーザは、Unified CCE設定を変更する権限を持っていなければなりません。

•ライブデータをサポートする UCCEの導入には、ルータおよび周辺機器ゲート
ウェイ（PG）の TIPおよび TOS接続情報が自動的に入力されます。

• Cisco Unified Communications Manager（CUCM）PG、CUCM周辺機器を含む汎用
PG、 Unified CCE Gateway PG、Avaya PGは、ライブデータがサポートされてい
ます。

（注）

ライブデータサーバのホスト名を更新した後は、以下の一連のコマンドを再実行す

る必要があります。でないと、新しいホスト名は受け入れられません。

set live-data machine-services awdb-user

set live-data cuic-datasource cuic-addr cuic-port cuic-user

「show machine-services」のホスト名が変更されていることを確認します。

一連のコマンドを再実行しなければなりません。でないと、ライブデータマシンサー

ビスは新しいホスト名で更新されません。

（注）
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Unified Intelligence Centerデータソースの設定

このコマンドは、ライブデータへのアクセス方法を Unified Intelligence Centerに通知します。

手順

ステップ 1 ライブデータサーバにログインします。

ステップ 2 以下のコマンドを実行して、Unified Intelligence Centerライブデータのデータソースを設定し
ます。

set live-data cuic-datasource cuic-addr cuic-port cuic-user

ライブデータの再起動

AW、ライブデータマシンサービス、および Unified Intelligence Centerのデータソースの設定
手順を完了したら、ライブデータシステムを再起動して変更を有効にします。

手順

CLIにアクセスして、以下のコマンドを実行します。
utils system restart

ライブデータをサポートする新しい周辺機器ゲートウェイが導入され、作動する際、

フィードはライブデータサーバで自動的に利用できなくなります。ライブデータサー

バを再起動して、新たに導入した周辺機器ゲートウェイからフィードを開始します。

（注）

ライブデータの証明書の設定

HTTPSを使用して Finesseサーバ、Cisco Unified Intelligence Centerサーバ、Live Dataサーバ間
でセキュアな通信を行うには、セキュリティ証明書をセットアップする必要があります。Finesse
サーバおよびCiscoUnified IntelligenceCenterサーバをライブデータサーバと通信させるには、
ライブデータ証明書と Cisco Unified Intelligence Center証明書を Finesseにインポートし、ライ
ブデータ証明書をCiscoUnified Intelligence Centerにインポートする必要があります。詳細につ
いては、 Live Dataの証明書を参照してください。

Cisco Identity Serviceの設定
Packaged 4000エージェントから 12000エージェント展開のための Cisco Identity Service設定タ
スクの概要を以下の表に示します。

.
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設定作業

自己署名付き証明書の詳細については、以下を参照してください。 AWマシンに IdS証明書
を追加します

シングルサインオン機能の設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlの
Cisco Packaged Contact Center Enterprise機能ガイドを参照してください。

アイデンティティプロバイダ（IdP）の設定

コンタクトセンターソリューショで SSOをサポートするには、セキュリティアサーション
マークアップ言語 2.0（SAML v2）Oasis標準と互換性がある IDプロバイダ（IdP）をインス
トールして設定する必要があります。IdPはユーザプロファイルを保存して認証サービスを提
供し、SSOサインオンをサポートします。

このセクションでは、Microsoft AD FSの設定に関するサンプル情報を提供します。

以下の一連のタスクに従って、IDプロバイダを設定します。

タスク手順

Active Directoryフェデレーションサービスのインストールおよび設定（106
ページ）

1

認証タイプを設定します。認証タイプ（107ページ）を参照してください。2

Cisco IdSの共有管理 AD FSへの統合（107ページ）3

SAMLアサーションの署名の有効化（109ページ）4

必要があれば、Windows Server 2012 R2のAD FSのログインページをカスタマ
イズして、ユーザ IDを許可することもできます。（110ページ）

5

Active Directoryフェデレーションサービスのインストールおよび設定

Microsoftの手順とガイドラインに従って、Microsoft Active Directory Federation Services（AD
FS）をインストールします。

例えば、https://technet.microsoft.com/en-us/library/hh831502(v=ws.11).aspxの Active Directoryフェ
デレーションサービスの概要を参照してください。

以下の間の署名検証に使用されるセキュアハッシュアルゴリズム (SHA)。

• IdPおよび Cisco Id：SHA-1、SHA-256

• Cisco IdSおよびアプリケーションブラウザ：SHA-256

（注）
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認証タイプ

Cisco Identity Serviceでは、フォームベースの認証を提供するために IDプロバイダが必要で
す。

• Windows Server 2012の AD FSで、認証タイプをフォームベースの認証（FBA）に設定し
ます。以下のMicrosoft TechNetの資料を参照してください。http://social.technet.microsoft.com/
wiki/contents/articles/1600.ad-fs-2-0-how-to-change-the-local-authentication-type.aspx

• Windows2012R2のADFSで、認証ポリシーをフォーム認証に設定します。以下のMicrosoft
TechNetの資料を参照してください。 https://blogs.msdn.microsoft.com/josrod/2014/10/15/
enabled-forms-based-authentication-in-adfs-3-0/

Cisco IdSの共有管理 AD FSへの統合

手順

ステップ 1 AD FSでは、デフォルトの認証タイプが [フォーム]に設定されていることを確認します。
（Cisco Identity Serviceでは、フォームベースの認証を提供するために IDプロバイダが必要で
す。）詳細については、Microsoft AD FSのドキュメントを参照してください。

ステップ 2 AD FSサーバで、AD FS管理を開きます。

ステップ 3 AD FS ->信頼関係 ->信頼当事者証明を右クリックします。

ステップ 4 メニューで、信頼当事者証明の追加を選択して、信頼当事者証明の追加ウィザードを起動しま

す。

ステップ 5 データソースの選択手順で、信頼当事者についてのデータをファイルからインポートするオ

プションを選択します。

ステップ 6 Cisco Identity Serverからダウンロードした sp.xmlファイルに移動して、インポートを完了
し、信頼当事者の信頼を確立します。

ステップ 7 表示名の指定手順を選択し、信頼当事者証明を識別するために使用できる有意の名前を追加し

ます。

ステップ 8 Windows Server 2012 R2のAD FSの今すぐ多要素認証を設定する手順で、この時点では信頼当
事者の多要素認証設定を設定しないオプションを選択します。

この手順は AD FS 2.0または 2.1では表示されません。以下の手順に進んでください。

ステップ 9 [発行認証規則の選択]手順で、すべてのユーザに対してこの信頼当事者へのアクセスを許可す
るオプションを選択して、次へをクリックします。

ステップ 10 次へをもう一度クリックして、信頼当事者の追加を完了します。

ステップ 11 信頼当事者証明を右クリックして、プロパティをクリックします。識別子タブを選択します。

ステップ 12 [識別子]タブで、表示名を信頼当事者証明の作成時に指定した名前に設定して、信頼当事者識
別子を sp.xmlをダウンロードした Cisco Identity Serverの完全修飾ホスト名に設定します。

ステップ 13 さらにプロパティで、詳細設定タブを選択します。

ステップ 14 セキュアハッシュアルゴリズムに SHA-1を選択して、OKをクリックします。
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以下の手順では、2つの要求ルールを設定して、ADFSからCisco Identity Serviceに送
信される要求を、正常な SAMLアサーションの一部として指定します。

•アサーションには、次のカスタムクレームを含む要求ルールが属性ステートメン
トとして含まれています。

• uid：アプリケーションに送信されるクレーム内の認証済みのユーザを識別
します。

• user_principal：Cisco Identity Serviceに送信されたアサーション内のユーザー
の認証領域を識別します。

• 2番目の要求ルールは、AD FSサーバと Cisco IDサーバの完全修飾ドメイン名を
指定する NameIDカスタム要求ルールです。

（注）

QoSを設定する手順は、以下の通りです。

ステップ 15 信頼当事者証明で、作成した信頼当事者証明を右クリックして、要求ルールの編集をクリック

します。

ステップ 16 この手順に従って、LDAP属性を要求として送信するで要求ルールテンプレートとしてルー
ルを追加します。

a) 発行変換ルールタブで、ルールの追加をクリックします。
b) ルールタイプの選択手順で、LDAP属性をクレームとして送信するの要求ルールテンプ
レートを選択して、次へをクリックします。

c) 要求ルールの設定手順で、要求ルール名フィールドで、NameIDを入力します。
d) 属性ストアドロップダウンを Active Directoryに設定します。
e) LDAP属性の発信要求タイプへのマッピングテーブルを適切な LDAP属性に、使用する
ユーザ識別子タイプに応じた発信要求タイプを設定します。

•識別子が SAM-Account-Name属性として保存される場合：

1. SAM-Account-Nameの LDAP属性を選択し、対応する発信要求タイプを uid（小
文字）に設定します。

2. User-Principal-Nameの 2つ目の LDAP属性を選択して、対応する発信要求タイ
プを user_principal（小文字）に設定します。

•識別子が UPNの場合：

1. User-Principal-NameのLDAP属性を選択し、対応する発信要求タイプを uid（小
文字）に設定します。

2. User-Principal-Nameの 2つ目の LDAP属性を選択して、対応する発信要求タイ
プを user_principal（小文字）に設定します。

SAM-Account-Nameまたは UPNの選択は、AWで設定したユーザ IDに基づきま
す。

（注）
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ステップ 17 この手順に従って、カスタム要求ルールテンプレートで 2つ目のルールを追加します。

a) 要求ルールの編集ウィンドウで、ルールの追加を選択します。
b) カスタムルールを使用して要求を送信するを選択します。
c) ルール名をCisco Identity Serverのパブリッシャ（プライマリ）ノードの完全修飾ドメイン
名（FQDN）に設定します。

d) 以下のルールテキストを追加します。
c:[Type ==
"http://schemas.microsoft.com/ws/2008/06/identity/claims/windowsaccountname"] =>
issue(Type = "http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/nameidentifier",

Issuer = c.Issuer, OriginalIssuer = c.OriginalIssuer, Value = c.Value, ValueType =
c.ValueType,
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/format"]
=
"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:transient",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/namequalifier"]
=
"http://<AD FS Server FQDN>/adfs/services/trust",

Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/spnamequalifier"]
=
"<fully qualified domain name of Cisco IdS>");

e) スクリプトを以下の通りに編集します。

• <ADFS Server FQDN>を置き換えて、ADFSサーバの FQDN（完全修飾ドメイン名）
と（大文字小文字の区別も含めて）完全に一致させます。

• <Cisco IdS serverFQDN>を置き換えて、（大文字小文字の区別も含めて）Cisco Identity
サーバの FQDNと完全に一致させます。

ステップ 18 [OK]をクリックします。

SAMLアサーションの署名の有効化

信頼当事者証明（Cisco Identity Service）の SAMLアサーションの署名を有効化します。

手順

ステップ 1 スタートをクリックして、powershellを [検索フィールド]に入力して、Windows Powershellを
表示させます。

ステップ 2 Windows Powershellプログラムアイコンを右クリックして、管理者として実行するを選択しま
す。

このプロシージャ内のすべてのPowerShellコマンドは、管理者モードで実行する必要
があります。

（注）
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ステップ 3 Set-ADFSRelyingPartyTrust -TargetName <Relying Party Trust Display Name>
-SamlResponseSignature "MessageAndAssertion"コマンドを実行します。

<信頼当事者証明表示名>を、信頼当事者証明プロパティの識別子タブと（大文字と
小文字を含めて）完全に一致させます。

（注）

必要があれば、Windows Server 2012 R2の AD FSのログインページをカスタマイズして、ユーザ IDを許可することもで
きます。

デフォルトでは、Windows Server 2012 R2内のAD FSによって SSOユーザに表示されるサイン
インページには、UPNであるユーザ名が必要となります。通常これは、例えば、user@Cisco.com
という電子メールの形式です。コンタクトセンターソリューションが単一ドメイン内にある場

合は、サインインページを変更して、ユーザ名の一部としてドメイン名を含まない単純なユー

ザ IDをユーザが入力できるようにすることができます。

AD FSサインインページをカスタマイズするには、数種類の方法を使用できます。代替ログ
イン IDを設定して、AD FSサインインページをカスタマイズする方法の詳細と手順について
は、Windows Server 2012 R2ドキュメントのMicrosoft AD FSを参照してください。

以下の手順は、1つのソリューションの例です。

手順

ステップ 1 [AD FS]の信頼当事者証明で、選択した LDAP属性を uidにマップするように [NameID要求
ルール]を変更します。

ステップ 2 Windowsのスタートコントロールをクリックして、powershellを [検索フィールド]に入力し
て、Windows Powershellを表示させます。

ステップ 3 Windows Powershellプログラムアイコンを右クリックして、管理者として実行するを選択しま
す。

このプロシージャ内のすべてのPowerShellコマンドは、管理者モードで実行する必要がありま
す。

ステップ 4 SAMAccountNameを使用して AD FSへのサインインを許可するには、以下の Powershellコマ
ンドを実行します。

Set-AdfsClaimsProviderTrust -TargetIdentifier "AD AUTHORITY" -AlternateLoginID

sAMAccountName -LookupForests myDomain.com

LookupForestsパラメータ内で、ユーザが所属するフォレスト DNSを myDomain.comに置き
換えます。

ステップ 5 以下のコマンドを実行して、テーマをエクスポートします。

mkdir C:\themeExport-AdfsWebTheme –Name default –DirectoryPath c:\theme
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ステップ 6 C:\theme\scriptの onload.jsを編集して、以下のコードをファイルの最後に追加します。こ

のコードはテーマを変更し、AD FSのサインインページでユーザ名にドメイン名またはアン
パサンド ("@")が必要としないようにします。
// Update the placeholder text to not include the domain
var userNameInput = document.getElementById("userNameInput");
if (userNameInput) {
userNameInput.setAttribute("placeholder", "Username");
}

// Override submitLoginRequest to not have the "@" check
Login.submitLoginRequest = function () {
var u = new InputUtil();
var e = new LoginErrors();
var userName = document.getElementById(Login.userNameInput);
var password = document.getElementById(Login.passwordInput);
if (!userName.value) {
u.setError(userName, e.userNameFormatError);
return false;
}
if (!password.value) {
u.setError(password, e.passwordEmpty);
return false;
}
document.forms['loginForm'].submit();
return false;
};

ステップ 7 Windows PowerShellで以下のコマンドを実行して、テーマを更新し、有効化します。

Set-AdfsWebTheme -TargetName custom -AdditionalFileResource

@{Uri=’/adfs/portal/script/onload.js’;path="c:\theme\script\onload.js"}

Set-AdfsWebConfig -ActiveThemeName custom

Cisco Identity Serviceの設定

Cisco Identity Service（Cisco IdS）は、IDプロバイダ（IdP）とアプリケーションの間で認証を
提供します。

Cisco IdSを設定する場合は、Cisco IdSと IdPの間のメタデータ交換を設定します。この信頼関
係により、アプリケーションはSSOにCisco IdSを使用することができます。この信頼関係は、
Cisco IdSからメタデータファイルをダウンロードし、IdPにアップロードすることで構築しま
す。その後、セキュリティに関連する設定の選択、Cisco IdSサービスのクライアントの識別、
ログレベルの設定を行うことができます。必要があれば、Syslog形式を有効にすることができ
ます。
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Cisco IdSクラスタを使用している場合は、Cisco IdSプライマリパブリッシャノード上で以下
の手順を実行します。

Packaged CCE 4000エージェントまたは 12000エージェントを導入する場合は、Unified CCE管
理でシングルサインオンツールを使用する前に、プリンシパル AWが設定され、機能してい
ることを確認してください。また、SSO対応のマシンをインベントリに追加し、各 SSO対応
マシンのデフォルトのCisco IdSを選択します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.html
で、Cisco Packaged Contact Center Enterprise機能ガイド 中のシングルサインオンのシステム
インベントリの設定セクションを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Unified CCE管理で、概要 >インフラストラクチャの設定 >デバイスの設定 >シングルサイン
オンの設定を選択します。

username@FQDN形式のログイン名を使用して、UnifiedCCE管理にログインします。（注）

アイデンティティサービスのノード、アイデンティティサービスの設定およびアイデンティ

ティサービスのクライアントタブが表示されます。

ステップ 2 アイデンティティサービスをクリックします。

全体的なノードレベルを表示して、どのノードがサービスに所属しているかを特定することが

できます。各ノードの SAML証明書の有効期限の詳細を表示して、証明書の有効期限が切れ
る期日を確認することもできます。ノードのステータスオプションには、未設定、稼働中、

一部稼働中、および不使用があります。詳細については、[ステータス]をクリックしてくださ
い。ノード名の右側にある星印は、プライマリパブリッシャであるノードを示します。

ステップ 3 アイデンティティサービスの設定をクリックします。

ステップ 4 IdSの信頼性をクリックします。

ステップ 5 Cisco IdSと IdP間の Cisco IdS信頼関係を設定するには、メタデータファイルのダウンロード
をクリックして、Cisco IdSサーバからファイルをダウンロードします。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 信頼メタデータファイルを IdPからアップロードするには、ファイルを検索して特定します。
IdPへのパスが含まれるメタデータのアップロードページが開きます。ファイルのアップロー
ドが完了すると、通知メッセージが表示されます。これでメタデータの交換が完了し、信頼関

係が確立されます。

ステップ 8 [セキュリティ（Security）]をクリックします。

ステップ 9 トークンをクリックします。

以下の設定の期間を入力します。

•トークンの有効期限の更新：デフォルト値は 10時間です。最小値は 2時間です。最大値
は 24時間です。

インストール後の設定

112

インストール後の設定

Cisco Identity Serviceの設定

https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.html


•承認コードの有効期限：デフォルト値は 1分で、これが最小値となります。最大値は 10
分です。

•アクセストークンの有効期限：デフォルト値は 60分です。最小値は 5分です。最大値は
120分です。

ステップ 10 暗号化トークン（オプション）：デフォルト設定はオンです。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 12 キーおよび証明書をクリックします。

キーおよびSAML証明書の生成ページが開き、以下が可能になります。

•再生成をクリックして、暗号化および署名キーを再生します。トークンの登録が正常に完
了したというメッセージが表示され、設定を完了するためにシステムを再起動するように

勧められます。

•再生成をクリックして、SAML証明書を再生成します。SAML証明書の再生成が正常に
行われたというメッセージが表示されます。

ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 14 アイデンティティサービスをクリックします。

Identity Serviceクライアントタブには、クライアント名、クライアント ID、およびリダイレ
クト URLを含む既存の Cisco IdSクライアントが表示されます。特定のクライアントを検索す
るには、名前の一覧の上部にある検索アイコンをクリックして、クライアント名を入力しま

す。

ステップ 15 Identity Serviceクライアントタブでのクライアントの追加：

a) [新規（New）]をクリックします。
b) クライアントの名前を入力します。
c) リダイレクト URLを入力します。複数の URLを追加するには、プラスのアイコンをク
リックします。

d) 追加をクリックします（もしくはクリアをクリックして、「X」をクリックして、クライ
アントを追加せずにページを閉じます）。

ステップ 16 クライアントを編集または削除するには、クライアントの行を強調表示して、アクションの下

の省略記号をクリックします。実行されるアクション

•編集をクリックして、クライアントの名前、ID、またはリダイレクト URLを編集しま
す。クライアント編集ページで、変更を行い、保存をクリックします（もしくはクリア

をクリックして、変更を保存せずにページを閉じます）。

•削除をクリックしてクライアントを削除します。

ステップ 17 アイデンティティサービスの設定をクリックします。

ステップ 18 トラブルシューティングをクリックして、オプションのトラブルシューティングを実行しま

す。

ステップ 19 ログレベルドロップダウンリストで、ロジカルログのレベルをエラー、警告、情報（デフォ

ルト値）、デバッグ、もしくはトレースから選択します。
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ステップ 20 Syslog形式のエラーを受信するには、リモートSyslogサーバ名をホスト（オプション）フィー
ルドに入力します。

ステップ 21 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業に進んでください。

• Cisco IdSを使用してコンポーネントを登録します。

•展開全体の SSOを有効（または無効）にします。

コンポーネントを登録して、シングルサインオンモードを設定します。

コンポーネントを Cisco IdSに登録した後に、SSO互換マシンをシステムインベントリに追加
すると、それらのマシンは自動的に登録されます。

始める前に

• Cisco Identity Service（Cisco IdS）の設定

•ポップアップブロッカーを無効にします。これは、すべてのテスト結果を正しく表示する
ために行う必要があります。

• InternetExplorerを使用している場合は、互換モードでないこと、およびAWの完全修飾ド
メイン名を使用して、CCE管理にアクセスしていることを確認します（例えば、
https://fully-qualified-name.com/cceadmin）。

手順

ステップ 1 Unified CCE管理で、概要 >インフラストラクチャ設定 >デバイス設定 >シングルサインオン
のセットアップに移動します。

ステップ 2 UnifiedCCE管理のシングルサインオンツールで、登録ボタンをクリックして、すべてのSSO
互換コンポーネントを Cisco IdSに登録します。

コンポーネントステータステーブルに、各コンポーネントの登録ステータスが表示されます。

コンポーネントの登録に失敗した場合は、エラーを修正して、再試行をクリックします。

ステップ 3 [テスト（Test）]ボタンをクリックします。新しいブラウザタブが開くと、証明書を承認する
ためのプロンプトが表示されることがあります。ページをロードするためには、すべての証明

書を承認します。次に、[ログイン]ダイアログボックスが表示されたら、SSOクレデンシャル
を持つユーザとしてログインします。

テストプロセスでは、各コンポーネントが正しく設定されていて IDプロバイダーにアクセス
できること、および Cisco IdSによってアクセストークンが正常に生成されることが確認され
ます。SSOに対してセットアップしている各コンポーネントがテストされます。
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コンポーネントステータステーブルに、各コンポーネントのテストステータスが表示されま

す。

テストが失敗した場合は、エラーを修正して、再度テストをクリックします。

テスト結果は保存されません。ページを更新した場合は、SSOを有効にする前に、再度テスト
を実行します。

ステップ 4 [モードの設定（Set Mode）]ドロップダウンメニューから、システムの SSOモードを選択し
ます。

• [非 SSO（Non-SSO）]：このモードでは、すべてのエージェントとスーパーバイザの SSO
が無効になります。ユーザは、既存のActiveDirectoryベースの認証およびローカル認証を
使用します。

• [ハイブリッド（Hybrid）]：このモードでは、エージェントとスーパーバイザの SSOを選
択的に有効にできます。

• [SSO]：このモードでは、すべてのエージェントとスーパーバイザに対して SSOが有効に
なります。

コンポーネントステータステーブルに、各コンポーネントの SSOモードの設定ステータスが
表示されます。

コンポーネントの SSOモードの設定に失敗した場合は、エラーを修正して、再度モードを選
択します。

Packaged CCE 12000エージェント展開
PackagedCCE12000エージェント展開のコンポーネントを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

タスク手順

CCEコンポーネントの設定（116ページ）1

Cisco Unified Customer Voice Portalの設定（87
ページ）

2

外部メディアサーバの場合、メディアサーバ

の設定

3

Cisco Unified Communications Managerの設定
（90ページ）

4

Cisco Unified Intelligence Centerの設定（96
ページ）

5
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タスク手順

Cisco Finesseの設定（97ページ）6

ライブデータの設定（102ページ）7

Cisco Identity Serviceの設定（105ページ）8

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting
Serverの設定（44ページ）（任意）

9

VVBの設定（48ページ）（任意）10

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定
（49ページ）

11

IPv6を設定する（56ページ）12

エンタープライズチャットおよび電子メール

（ECE）の設定（オプション）

電子メールおよびチャット

13

CCEコンポーネントの設定
PackagedCCE12000エージェント展開のコンポーネントを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

タスク手順

ロガーの設定（117ページ）1

ルータの設定（117ページ）2

AW-HDSの設定（118ページ）3

HDS-DDSの設定（118ページ）4

Unified CCEサービスの開始（72ページ）5

PGVMがインストールされている場合は、す
べての PG VMに対してUnified CCEインスタ
ンスの追加（82ページ）

6

Packaged CCEの展開タイプの設定（76ペー
ジ）

7

Cisco Unified Contact Center Enterprise PGの設
定（82ページ）

8
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タスク手順

ConfigurationManagerを使用した設定について
は、以下を参照してください。 PCCE 4000ま
たは 12000でサポートされるツール

9

CA署名証明書の詳細については、以下を参照
してください。 AWマシンに CA署名付き証
明書を生成してインポートする

10

自己署名付き証明書の詳細については、以下

を参照してください。 AWマシンで自己署名
証明書を生成してインポートする

11

ロガーの設定

Packaged CCE 12000エージェント展開のロガーを設定するには、以下の手順を実行します。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

組織ユニットの設定（3ページ）2

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）3

ロガーデータベースの作成（68ページ）4

アウトバウンドオプションを使用するには、

以下を参照してください。アウトバウンドオ

プションデータベースの作成（69ページ）

5

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追

加（69ページ）
6

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

7

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）8

ルータの設定

Packaged CCE 12000エージェント展開のルータを設定するには、以下の手順を実行します。

タスク手順

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）1
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タスク手順

ロガーコンポーネントのインスタンスへの追

加（71ページ）
2

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

3

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）4

HDS-DDSの設定

Packaged CCE 12000エージェント展開の HDS-DDSを設定するには、以下の手順を実行しま
す。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）2

HDSデータベースの作成（73ページ）3

管理およびデータサーバコンポーネントのイ

ンスタンスへの追加（74ページ）
4

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

5

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）6

AW-HDSの設定

PackagedCCE12000エージェント展開のAW-HDSを設定するには、以下の手順を実行します。

タスク手順

CCEコンポーネント用 SQL Serverの設定（
2ページ）

1

UnifiedCCEインスタンスの追加（82ページ）2

HDSデータベースの作成（73ページ）3

管理およびデータサーバコンポーネントのイ

ンスタンスへの追加（74ページ）
4
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タスク手順

ICMデータベースルックアップの設定（119
ページ）（任意）

5

Cisco SNMPの設定（21ページ）（任意）6

ICMデータベースルックアップの設定

Configuration Managerのデータベースルックアップ EXPLORERツールを使用して、外部デー
タベースのスクリプトテーブルを表示、定義、削除、または編集することができます。

ICMデータベースルックアップを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CCE Webセットアップツールを起動します。

ステップ 2 [ルータのオプション ]ウィンドウで、データベースルーティングを有効にするを選択します。

ステップ 3 データベースルックアップ EXPLORERの設定：
a) スタート >すべてのプログラム > Cisco Unified CCEツール >管理ツール > Configuration

Managerをクリックします。
b) ツール > EXPLORERツール >データベースルックアップ EXPLORERを開きます。
c) 以下の例に示される通りに、スクリプトテーブルとスクリプトテーブル列を設定します。

スクリプトテーブル：

名前：AccountInfo

サイド A：\\dblookup1\DBLookup.AccountInfo

サイド B：< データベースのサイド B をここで更新>

説明：<ここに説明を入力>

dblookup1は外部データベースサーバ名、DBLookupは外部データベース名、AccountInfo
はテーブル名です。

スクリプトテーブルの列:

列名：AccountNo

説明：<ここに説明を入力>

ステップ 4 Unified CCEのレジストリ設定を変更するには、以下の設定を行います。
a) HKEY_LOCAL_MACHINE > SOFTWARE > Cisco Systems, Inc. > ICM > <インスタンス名

> > RouterA > Router > CurrentVersion > Configuration > Database registryに移動します。

インスタンス名は、設定するインスタンスの名前です。

b) 以下の例の通り SQLLoginレジストリキーを設定します。

例：
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\\dblookup1\DBLookup=(sa,sa)

DBLookupは、外部データベース名、（sa, sa）は SQLサーバ認証です。

ステップ 5 対応するテーブルとルックアップ値を含むデータベースルックアップノードを含む ICMスク
リプトを作成します。

下の図は、ルックアップ値としてのテーブル名および CallingLineIDとしての AccountInfoを示
しています。

図 1 : ICMデータベースルックアップの例

インストール後の設定

120

インストール後の設定

ICMデータベースルックアップの設定



Packaged CCE Lab Only展開
Packaged Contact Center Enterprise（Packaged CCE）の機能を試験的に使用するには、Packaged
CCE Lab導入を使用します。

Unified CCE管理Webベースのツールを使用してコンタクトセンターの操作を設定および管理
する手順については、Packaged CCE管理を参照してください。

次のUnified CCEAdministration機能は、Packaged CCE Lab導入に変更した時点では最初は利用
することができません。

•インベントリページで利用可能なシステムインベントリ

•ログ収集（Log Collection）

•ライブデータ

•シングルサインオン（Single sign-on）

Packaged CCE Lab Only導入
Packaged CCE Lab Only導入では、2000エージェントを展開する場合にのみ、シンプレックス
システムまたはデュプレックスシステムとして設定することができます。シンプレックスシ

ステムでは、すべてのコンポーネントがサイド Aに取り付けられており、サイド Bは存在し
ません。デュプレックスシステムでは、コンポーネントはサイド Aおよびサイド Bにインス
トールされます。

シンプレックスモード

Lab Onlyのシンプレックス導入は、以下のコンポーネントで構成する必要があります。

• Unified CCE Rogger1

• Unified CCE AW-HDS-DDS 1

• Unified CCE PG 1

• Unified CVPサーバ 1

Unified CCE管理で展開を初期化した後、Unified CVPサーバを再
起動する必要があります。

（注）

• Cisco Unified CM 1、パブリッシャとサブスクライバをーが統合された機能

• Cisco Unified Intelligence Center 1、パブリッシャとサブスクライバが統合された機能

• Cisco Finesse 1は、パブリッシャとしてもサブスクライバとしても機能
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• 0個以上のゲートウェイ

• Cisco SocialMiner 0個以上

• Cisco Unified CVP Reporting 0個以上

• Cisco MediaSense 0個以上

• Cisco 0個以上エンタープライズチャットおよび電子メール

•サードパーティマルチチャネル 0個以上

システムインベントリでは、Packaged Contact Center Enterprise Lab Only外のマシンに適用され
るステータスルールは、Lab Onlyの展開によって、ブロックされたステータスを返します。
ESXiホストが必要なステータスルールはブロックのステータスを返します。

（注）

メインサイトとリモートサイトの場合は、以下の外部マシンを追加することができます。

• Cisco Virtualized Voice Browser 0個以上

• Cisco Unified SIP Proxy 0個以上

•ゲートウェイ 0個以上

• MediaSense 0個または 1個

MediaSenseは、メインサイトに対してのみ追加することができま
す。

（注）

• Cisco SocialMiner 0個または 1個

• Cisco Unified CVP Reporting 0個または 1個

• Cisco Enterpriseチャットおよび電子メール 0個または 1個

•サードパーティマルチチャネル 0個または 1個

二重モード（Duplex Mode）

Lab Onlyデュプレックスは、以下のコンポーネントで構成されています。

Labモードでは、CCEをパッケージしても、ESXiホストは検証されません。（注）

サイド A

サイド Aには、以下が必要です。
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• Unified CCE Rogger 1個

• Unified CCE AW-HDS-DDS 1個

• Unified CCE PG 1個

• Cisco Unified CVPサーバ 1台

• Unified Communications Managerパブリッシャ 1個

• Unified Communications Managerサブスクライバ 1個

• Unified Intelligence Centerパブリッシャ 1個

• Finesseプライマリ 1個

サイド B

サイド Bには、以下が必要です。

• Unified CCE Rogger 1個

• Unified CCE AW-HDS-DDS 1個

• Unified CCE PG 1個

• Cisco Unified CVPサーバ 1台

• Unified Communications Managerサブスクライバ 1個

• Unified Intelligence Centerサブスクライバ 1個

• Finesseセカンダリ 1個

External

Lab Onlyデュプレックスモードでは、以下の外部マシンを使用することができます。

• 0個以上のゲートウェイ

• Cisco Virtualized Voice Browser 0個または 1個

• Cisco Unified SIP Proxy 0個以上

• SocialMiner 0個または 1個

• Cisco Enterpriseチャットおよび電子メール 0個または 1個

• Unified CVP Reporting 0個または 1個

• MediaSense 0個または 1個

•サードパーティマルチチャネル 0個または 1個
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ESXiホストが必要なステータスルールはブロックのステータスを返します。（注）

リモートサイトの場合は、以下の外部マシンを追加することができます。

• Cisco SocialMiner 0個または 1個

• Cisco Unified CVP Reporting 0個または 1個

• Cisco Enterpriseチャットおよび電子メール 0個または 1個

•サードパーティマルチチャネル 0個または 1個

•ゲートウェイ 0個以上

• Cisco Virtualized Voice Browser 0個以上

• Cisco Unified SIP Proxy 0個以上

Packaged CCE Lab モード導入の初期化
Unified CCE Administrationに初めてログインすると、導入のコンポーネントの情報とクレデン
シャルを入力するように求められます。Packaged CCEはこの情報を使用して、コンポーネン
トを設定し、システムインベントリを構築します。

手順

ステップ 1 インベントリページの展開タイプ ドロップダウンリストで Packaged CCE: Lab Modeを選択
し、ドメインマネージャを使用して作成したインスタンスをインスタンスドロップダウンリ

ストから選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 テンプレートドロップダウンリストの以下のオプションからいずれか一つを選択します。

•シンプレックス Lab Mode展開のシンプレックスインベントリ

•デュプレックス Lab Mode展開のデュプレックスインベントリ

ダウンロードをクリックして、インベントリコンテンツファイルテンプレートをダウンロー

ドします。必要事項を入力し、コンピュータにテンプレートを保存します。目的の [コンテン
ツファイル（Content File）]フィールドで、完了したコンテンツファイルを参照します。イン
ベントリが作成される前に、コンテンツファイルが検証されます。[次へ（Next）]をクリック
します。

インベントリコンテンツファイルテンプレートの入力の詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-maintenance-guides-list.htmlの Cisco Packaged Contact Center Enterprise管理およびコン
フィギュレーションガイドを参照してください。

ステップ 3 [設定（Settings）]ページで、以下の手順を実行します。
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• [MobileAgentコーデック（MobileAgentCodec）]ドロップダウンリストから、MobileAgent
コールに使用するコーデックを選択します。Lab Only展開では、サイド A接続およびサ
イド B接続ドロップダウンリストは無効化されています。

•サービスアカウントの自動作成チェックボックスで、以下のいずれかを選択します。

•自動初期化タスクで Active Directoryにサービスアカウントを作成するには、この
チェックボックスをオンのままにします。

作成されたアカウントはサービスグループに追加されます。

•既存の Active Directoryアカウントを使用する場合は、このチェックボックスをオフ
にします。PackagedCCEサーバと同じドメインに既存のActiveDirectoryユーザのユー
ザ名とパスワードを入力します。

このアカウントはサービスグループに追加されます。

[次へ（Next）]をクリックします。

導入が初期化されます。[詳細（Details）]ダイアログボックスに自動初期化タスクのステータ
スが表示されます。

ステップ 4 自動初期化タスクが完了したら、[完了（Done）]をクリックします。

自動初期化タスクのいずれかが失敗した場合は、エラーを修正して [再試行（Retry）]をクリッ
クします。

再試行が成功した場合は、自動初期化が続行されます。

一部のタスクが失敗した場合は、完了済みのすべてのタスクを再試行以前の状態に戻してから

再試行する必要があります。このとき、システムを正常な状態に戻す必要があることを通知す

るメッセージが表示されます。

[OK]をクリックし、システムが正常な状態になったら、[やり直す（Start Over）]をクリック
します。

Unified CVPサーバは再起動すべきです。（注）

シンプレックスまたはデュプレックスのラボモード展開を実行した後、インベントリページ

で、メインサイトに以下の外部マシンを追加することもできます。

• Unified CMパブリッシャ

• Unified CVP Reporting Server

• Unified SIP Proxy

• Virtualized Voice Browser

•ゲートウェイ

• SocialMiner

• MediaSense

•エンタープライズチャットおよび電子メール
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•サードパーティマルチチャネル

メインサイトの外部マシンを追加、編集、または削除する手順は、Packaged CCE 2000エー
ジェント展開のシステムインベントリ（10ページ）を参照してください。

インベントリコンテンツファイルを使用したシステムインベントリ、

ログ収集、ライブデータの有効化

以下の Unified CCE管理機能をデモで使用するには、導入環境内のマシンの情報および資格情
報を含む Packaged CCEを提供する必要があります。

•システムインベントリ（インベントリページで利用可）

•ログ収集（Log Collection）

•ライブデータ

•シングルサインオン

この情報は、インベントリコンテンツファイルを使用して指定します。

インストールプロセスの一部として、Packaged CCE Only展開を Unified CCE Administration内
に設定している場合は、インベントリのコンテンツファイルの入力を完了して、アップロード

するように要求されます。

その他の展開から Packaged CCE Lab Onlyの展開に切り替える場合、一括インポートツールで
コンテンツインベントリファイルの入力を完了してアップロードされます。

一括インポートでコンテンツインベントリファイルの入力を完了してアップロードする手順

は、以下の通りです。

手順

ステップ 1 Unified CCE Web管理で、に移動して、概要ページの一括インポートカードをクリックしま
す。インベントリコンテンツファイルテンプレートをダウンロードします。

ステップ 2 Microsoft Excelでファイルを開いて、[インベントリコンテンツファイル]の説明に従ってコン
テンツファイルフィールドに入力します。

ステップ 3 変更を保存します。

ステップ 4 一括ジョブで新しい一括ジョブを作成します。コンテンツファイルフィールドで、作成した
インベントリコンテンツファイルを選択して保存をクリックします。

関連トピック

一括ジョブの管理
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インベントリコンテンツファイル

インベントリコンテンツファイルテンプレートには、以下のフィールドが含まれています。

ユーザ名とパスワードに「=」または「&」文字が含まれている場合は、「% 3d」のエンコー
ドされた値または「% 26」を使用します。

（注）

説明フィールド

デフォルトは「作成」です。この操作は変更

しないでください。

operation

マシン名は変更しないでください。

このフィールドは、デュプレックス

モードにのみで適用されます。

（注）

名前（Name）

マシンタイプは変更しないでください。machineType

各マシンのパブリック IPアドレスを入力しま
す。

publicAddress
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説明フィールド

CCE_ROGGER :このフィールドは変更しな
いでください。

CCE_PG :このフィールドでは、 Unified CCE
PGに必要なサービスを指定します。UCM PG
のロジカルコントローラ IDがデフォルトの
5000ではない場合は、TIP_PGサービスと
TIP_PG_TOSサービスのペアリング値を、ロ
ジカルコントローラ IDと一致するように変
更します。（ロジカルコントローラ IDは、
[システム >情報]の周辺機器ゲートウェイの
タブにあります。）

CCE_AW :このフィールドでは、Unified CCE
の診断フレームワークのクレデンシャルを指

定します。インスタンスの設定セキュリティ

グループのメンバーであるドメインユーザの

クレデンシャルを使用して user@domain.com
とパスワードを置き換えます。クレデンシャ

ルは、展開内のすべてのUnifiedCCEマシンで
有効になっている必要があります。

CVP :このフィールドには、Unified CVPのク
レデンシャルを指定します。

CM_PUBLISHER :このフィールドには、AXL
クレデンシャルを指定します。ユーザとパス

ワードを正しいクレデンシャルに置き換えま

す。

CUIC_PUBLISHER :このフィールドでは、
Unified Intelligence Centerのサービスを指定し
ます。管理者のクレデンシャルとCisco Identity
Serviceのクレデンシャルについては、ユーザ
とパスワードを正しいクレデンシャルに置き

換えます。その他のすべてのサービスについ

ては、デフォルト値を変更しないでください。

FINESSE :このフィールドでは、FINESSE管
理者の資格情報を指定します。ユーザとパス

ワードを正しいクレデンシャルに置き換えま

す。

publicAddressServices

CCE_PGおよびCCE_ROGGERのプライベー
ト IPアドレスを入力します。他のすべてのマ
シンに対してこのフィールドを空白のままに

します。

privateAddress
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説明フィールド

サイド Aまたはサイド Bを入力します。side
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